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A Reading of Paradise Lost（II） 

　　The scenes of Books I and II of Paradise Lost are set in Hell, which is an 
appropriate place to represent the condition of the human world. However, 
only angels are depicted in this Hell. Judging from the typological view-point 
of the poem, these fallen angels are regarded as the types of fallen men and 
women who live on the Earth after their Expulsion from Paradise. 
Additionally, these fallen men and women are prey to all kinds of fierce 
maladies, and can only pray for salvation from their present predicament.
　　In Book III, their prayers are answered. The dialogue between God and 
the Son is mainly about the redemption of man. This portion, considered to 
contain the most sublime lines in the poem, expresses the most significant 
biblical message in its full form. In the Bible, God said to Abraham, ‘I am the 
Almighty God;...and be thou perfect.’（Gen.17:1）. “Almighty” and “perfect” are 
the principal key-words necessary to explain the reason why there must be 
the Cross of Jesus Christ in Christianity. Book III contains the promise---
unknown to man---of his redemption between God and the Son in Heaven. The 
process in which the promise is delivered to man is depicted in Books XI and 
XII, in both of which the order of “first,” “second,” and “last” is important. 
The order in Book XI and Book XII is Adam, Noah, and Christ; and Abraham, 
David, and Christ, respectively, although the name “Christ” does not appear in 
this great Christian epic.
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二
、
贖
罪
・
創
造
・
審
判

地
獄

『
失
楽
園
』
の
世
界
が
地
獄
の
描
写
で
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
文
学
は
な
に
よ
り
も

人
間
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
れ
ば
、
そ
う
な
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
失

楽
園
』
第
一
・
二
巻
に
お
い
て
地
獄
で
苦
し
む
も
の
は
天
使
で
あ
っ
て
人
間
で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
章
に

お
い
て
述
べ
た
と
お
り
、『
失
楽
園
』
第
六
巻
ま
で
は
、
い
わ
ば
超
越
界
の
磁
場
の
設
定
で
あ
り
、「
人
間
」
誕
生
以
前
の
前
世
界
史
の
叙

述
で
あ
る
、
や
が
て
人
間
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
世
界
の
予
型
（type

）
で
あ
り
前
触
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
堕
落
後
の
わ
れ
わ
れ

読
者
は
、
天
使
た
ち
の
堕
落
に
自
分
た
ち
の
堕
落
を
重
ね
合
わ
せ
、
堕
天
使
た
ち
の
窮
状
に
感
情
移
入
し
て
共
感
す
る
の
で
あ
る
。『
失

楽
園
』
の
な
か
で
結
局
、
人
間
の
地
獄
は
描
か
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
が
楽
園
を
追
放
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

物
語
は
終
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
を
中
心
と
し
て
、
最
後
の
審
判
に
至
る
ま
で
の
人
間
の
歴
史
が
、
予
測
と
し
て

教
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
審
判
後
の
地
獄
の
描
写
は
な
い
。
地
獄
と
し
て
は
た
だ
セ
イ
タ
ン
た
ち
の
地
獄
が
描
か
れ
る
だ

け
で
あ
る
。

　
し
か
し
人
間
が
現
世
を
地
獄
と
感
ず
る
こ
と
も
ま
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
第
十
一
・
十
二
巻
の
描
写
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
十
一

巻
四
八
〇
─
四
八
九
行
に
み
ら
れ
る
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
病
気
の
列
挙
、
癩
病lazar

、
痙
攣spasm

、
嘔
吐qualm

、
心
臓
麻
痺

heart-sick

、
熱
病fever

、
発
作convulsion

、
癲
癇epilepsy

、
加カ

タ

ル
答
児catarrh
、
腸
結
石intestine stone

、
潰
瘍ulcer

、
疝
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痛colic

、
錯
乱phrenzy

、
鬱
病m

elancholy

、
狂
気m

adness

、
萎
縮
症atrophy

、
消
耗
症m

arasm
us

、
疫
病pestilence

、

水
腫dropsy

、
喘
息asthm

a

、
僂リ

ユ
ー
マ
チ
ス

麻
質
斯rheum

、
日
英
い
ず
れ
の
言
語
に
お
い
て
も
、
い
か
に
も
禍
々
し
い
。
病
人
た
ち
は
「
絶

望
」
に
圧
し
つ
ぶ
さ
れ
る
。「
死
」
こ
そ
「
最
高
善chief good, i.e. sum

m
um

 bonum

」、「
最
後
の
望
み
」（
十
一
493
）
と
し
て
哀
願

す
る
が
、
そ
れ
も
か
な
わ
な
い
と
い
う
有
様
。
こ
の
残
酷
な
光
景
に
、
ア
ダ
ム
は
涙
を
流
し
、「
あ
あ
、
な
ん
と
い
う
悲
惨
な
人
間
の

姿
！   O

 m
iserable m

ankind

」、
い
っ
そ
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
と
嘆
く
（
十
一
500
─514
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
想
い
お
こ
す
の
は
、
セ
イ
タ
ン
が
新
世
界
探
求
に
出
か
け
て
留
守
の
間
、
堕
天
使
た
ち
は
地
獄
に
在
り
な
が
ら
も
、
お

の
お
の
自
己
の
好
み
に
し
た
が
っ
て
馬
上
試
合
に
興
じ
た
り
、
音
楽
を
奏
で
た
り
、
哲
学
談
義
に
ふ
け
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
地
獄
の

地
理
探
険
に
出
か
け
た
り
す
る
、
そ
の
優
雅
な
暮
ら
し
ぶ
り
（
二
506
─628
）
で
あ
る
。
こ
れ
と
現
世
の
人
間
の
病
気
の
惨
状
（
十
一
477
─514
）

と
を
比
べ
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
地
獄
か
と
い
い
た
く
な
る
ほ
ど
だ
。

救
い

『
失
楽
園
』
冒
頭
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
が
示
す
と
お
り
、
原
罪
が
死
と
苦
し
み
を
も
た
ら
し
（
一
1
─4
）、
そ
の
苦
し
み
が
極

点
に
達
し
た
と
き
、
人
は
お
の
ず
か
ら
「
此
の
死
の
体
よ
り
我
を
救
は
ん
者
」（
ロ
マ
七
24
）
を
求
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
く
な
る

（
一
4
─5
）。
そ
れ
に
応
え
る
の
が
第
三
巻
で
あ
る
（
因
み
に
三
は
神
の
数
、
四
は
人
の
数
で
あ
っ
て
、
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
が
登
場
す
る
の

は
第
四
巻
で
あ
る
）。

　
第
一
巻
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
が
全
巻
を
見
渡
し
、
詩
の
目
的
を
宣
言
す
る
公
的
（public

）
な
性
格
を
も
つ
の
に
対
し
て
、
第
三

巻
の
イ
ン
ヴ
ォ
ケ
イ
シ
ョ
ン
は
大
胆
に
私
的
（personal

）
で
あ
る
。
失
明
の
苦
し
み
を
告
白
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
乗
り
こ
え
「
不
可
視

の
事
柄
（things invisible,  III. 55

）」
を
語
ら
し
め
た
ま
え
、
と
祈
る
。「
聖
な
る
光
（holy Light,  III. 1

）」
に
呼
び
か
け
る
イ
ン
ヴ
ォ

ケ
イ
シ
ョ
ン
も
、
父
な
る
神
を
「
光
の
泉
（Fountain of Light,  III. 375

）」
と
称
え
る
賛
歌
も
、
シ
ェ
リ
ー
が
ミ
ル
ト
ン
を
「
光
の
子
」
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（A
donais, 36

）
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
第
一
巻
の
悲
痛
な
地
獄
の
光
景
が
、「
光
に
は
あ
ら
ず
、
む
し
ろ
眼
に
み
え
る
暗
黒
（dark-

ness visible, 1. 63

）」
の
な
か
に
浮
ん
で
い
た
の
と
は
正
反
対
に
、
第
三
巻
で
は
溢
れ
る
ば
か
り
の
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
眩
し
く
、「
天
使
の

な
か
で
最
も
輝
し
い
熾セ

ラ

フ
天
使
で
さ
え
、
両
つ
の
翼
で
眼
を
覆
わ
な
け
れ
ば
近
づ
け
な
い
」（
三
381
─382
）
ほ
ど
で
あ
る
。

贖
い

そ
の
神
が
最
初
に
語
る
の
は
「
贖
罪
」
で
あ
る
。
生
老
病
死
の
四
苦
か
ら
の
解
脱
は
仏
教
も
説
く
が
、
贖
罪
を
説
く
の
は
キ
リ
ス

ト
教
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
最
大
の
特
徴
が
あ
る
。『
失
楽
園
』
に
お
い
て
も
、
創
造
よ
り
も
審
判
よ
り
も
先
に

贖
罪
が
説
か
れ
る
。
何
故
か
。
人
間
実
存
の
急
務
だ
か
ら
で
あ
る
。
救
い
が
悟
り
や
諦
め
や
解
脱
と
は
な
ら
な
い
で
、
あ
た
か
も

外
科
的
な
手
術
の
ご
と
く
贖
罪
と
な
る
の
は
、
神
に
「
完
全
」
の
意
識
、「
完
全
」
を
求
め
る
要
求
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。

全
き
者

創
世
記
第
十
七
章
一
節
、
主
は
ア
ブ
ラ
ム
に
現
れ
て
、「
わ
た
し
は
全
能
の
神
で
あ
る
。
あ
な
た
は
わ
た
し
に
従
っ
て
歩
み
、

全
き
者
と
な
り
な
さ
い
」
と
い
う
。
御
子
キ
リ
ス
ト
も
、「
天
の
父
が
完
全
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
た
ち
も
完
全
な
者
と
な

り
な
さ
い
」
と
い
う
（
マ
タ
イ
五
48
）。
主
は
ま
た
モ
ー
セ
（
と
ア
ロ
ン
）
に
言
っ
た
、「
わ
た
し
は
聖
な
る
者
で
あ
る
か
ら
、
あ

な
た
た
ち
も
聖
な
る
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
（
レ
ビ
記
十
一
45
）。
使
徒
ペ
テ
ロ
は
こ
れ
を
根
拠
に
、「
あ
な
た
が
た
自
身
も
、

聖
な
る
者
に
な
り
な
さ
い
」
と
語
る
（
Ⅰ
ペ
テ
ロ
一
15
）。
こ
の
お
よ
そ
人
間
に
は
不
可
能
な
命
令
が
、
旧
新
約
聖
書
に
は
一
貫
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
不
可
能
を
可
能
に
す
る
途
を
、
神
自
身
が
講
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
巻
、
父
と
御
子
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る

「
贖
罪
」
の
問
答
で
あ
る
。
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全
能

の
神

と
こ
ろ
で
、
人
に
完
全
で
あ
れ
と
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
神
が
全
能
の
神
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
全
能
の
神
」
と
い

う
言
葉
が
聖
書
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
の
創
世
記
十
七
章
一
節
が
最
初
で
あ
る
。
原
語
は
「
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
」
で
あ
る
が
、

七
十
人
訳
で
「
全
能
の
神
」
と
訳
さ
れ
て
以
来
（
岩
波
版
月
本
昭
男
訳
『
創
世
記
』
46
）、
欽
定
英
訳
も‘the A

lm
ighty G

od ’

と

あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
現
行
の
わ
が
新
共
同
訳
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ッ
ダ
イ
の
意
味
は
ア
ッ
カ
ド
語
の
「
山
」
に
由
来
し
、

「
山
の
神
」「
高
き
者
」、
あ
る
い
は
「
野
の
神
」「
強
き
神
」「
主
」「
乳
房
」「（
稲
妻
を
）
投
げ
つ
け
る
者
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
通

説
は
ま
だ
な
い
、
と
い
う
（
岩
波
版
木
幡
・
山
我
訳
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
レ
ビ
記
』
22
）。

　
だ
が
、
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
の
前
に
も
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
「
エ
ル
・
エ
ル
ヨ
ン
（
い
と
高
き
神
）
創
一
四
18
─20
、
22
」、
ま
た
側そ

ば

女め

ハ
ガ

ル
を
介
し
て
「
エ
ル
・
ロ
イ
（
わ
た
し
を
顧
み
ら
れ
る
神
）
創
一
六
13
」
と
い
う
名
称
で
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
神
の
属
性
は
時
間
を

追
う
て
彼
に
啓
示
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
が
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
イ
サ
ク
、
ヤ
コ
ブ
の
父
祖
三
代
の
神
の
呼
称
と

な
り
、
彼
ら
に
は
ど
の
場
合
も
子
孫
の
繁
栄
と
安
寧
を
約
束
す
る
神
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
創
世
記
十
七
章
一
節
「
わ
れ
は
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
。
わ
が
前
に
歩
み
て
、
完ま

つ
た全

か
れ
」
は
、
実
は
詰
責
の
言
葉
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
九
十
九
歳
の
ア
ブ
ラ
ム
は
、
妻
サ
ラ
イ
も
九
十
歳
で
受
胎
可
能
な
年
齢
を
こ
え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
、

神
は
な
お
こ
の
夫
妻
に
男
の
子
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
、
ア
ブ
ラ
ム
（「
高
き
父
」）
を
ア
ブ
ラ
ハ
ム
（「
多
く
の
国
民
の
父
」）
に
、
サ
ラ

イ
を
サ
ラ
（
と
も
に
「
女
王
」）
に
改
名
せ
よ
、
と
語
る
。
思
わ
ず
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
「
顔
を
伏
せ
て
、
笑
っ
た
」（
創
十
七
17
）。
理
由
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
二
人
の
高
齢
で
あ
る
。
神
は
、
彼
の
こ
の
不
信
を
咎
め
た
の
で
あ
る
。「
全
き
者
で
あ
れ
」
を
「
非
難
さ
れ
な
い
者
で
あ

れ
」（
秦
剛
平
）
と
す
る
翻
訳
も
あ
る
。
英
訳
は‘perfect ’

で
あ
る
が
、
独
訳
は‘from

m
’

（
敬
虔
な
、
誠
実
な
）、
仏
訳
は‘intègre ’

と
あ

り
、
ラ
テ
ン
語
の‘integer ’

（in

＋tangere, i.e. touch

触
れ
ら
れ
な
い
、
完
全
な
、
潔
白
な
）
に
由
来
す
る
。
た
だ
し
ウ
ル
ガ
タ
・
ラ
テ
ン

語
訳
は‘perfectus ’

。
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欽
定
英
訳
で‘perfect ’

は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
前
、
ノ
ア
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
の
が
最
初
の
用
例
で
あ
る
。‘N

oah w
as a just 

m
an and perfect in his generations,... ’

「
ノ
ア
は
義

た
ゞ
し
き
ひ
と

人
に
し
て
其
世
の
完ま

つ
た全

き
者
な
り
き
、
…
」（
創
六
9
）。
こ
こ
が
独
訳
で
は

「
義
人
」
にfrom

m

を
用
い
、「
完
全
」
にohne T

adel

（
𠮟
責
・
非
難
す
べ
き
欠
点
の
な
い
、
完
全
無
欠
の
）
を
当
て
て
い
る
。
仏
訳
で
は

just

とintègre
で
あ
る
。
ウ
ル
ガ
タ
訳
はiustus

とperfectus

。
こ
れ
に
よ
っ
て
聖
書
に
お
い
て
「
完
全
」
が
何
を
意
味
す
る
か
が

見
え
て
く
る
。
マ
タ
イ
伝
五
章
四
八
節
（「
天
の
父
が
完
全
で
あ
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
が
た
も
完
全
な
者
と
な
り
な
さ
い
」
新
共
同
訳
）
に
お

い
て
、
英
訳
はperfect
、
独
訳
はvollkom

m
en

、
仏
訳
はparfait

で
あ
る
（
語
源
は
い
ず
れ
も
「
最
後
ま
で
徹
底
的
に
成
し
遂
げ
る
」
こ

と
）。

　
溯
っ
て
、
エ
ル
・
シ
ャ
ッ
ダ
イ
を
「
全
能
の
神
」
と
訳
し
た
七
十
人
訳
ギ
リ
シ
ア
語
は
ラ
テ
ン
訳
は
も
と
よ
り
、
英
独
仏
の
近
代
語
す

べ
て
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
け
だ
し
、「
自
然
」
の
領
域
で
は
不
可
能
と
思
う
の
が
当
然
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
𠮟
責
し
、
不
可
能
を
可
能
に

か
え
、
実
現
す
る
力
が
神
に
は
あ
る
こ
と
を
信
ぜ
よ
、
と
命
ず
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
神
の
全
能
を
も
っ
て
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
神
は
不
義
・
不
潔
・
不
正
・
不
完
全
、
つ
ま
り
悪
で
あ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
レ
ビ
記
十
一
章
四
五
節
は
、「
我
聖き

よ

け
れ
ば
汝
等
聖き

よ
く潔

な
る
べ
し
」
と
い
う
。
英
訳
はholy

、
独
訳
はheilig

、
仏
訳
は

saint

で
あ
る
。
こ
の
一
節
を
踏
ま
え
た
ペ
テ
ロ
の
勧
告
（
1
ペ
テ
ロ
一
15
）
も
、
聖
、holy

、heilig

、saint

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。

ア
ブ
ラ

ハ
ム

パ
ウ
ロ
が
ロ
マ
書
で
、
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
さ
れ
る
こ
と
を
説
く
と
き
、
そ
の
実
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
模
範

で
あ
る
（
三
─
四
章
）。
ア
ブ
ラ
ム
が
生
ま
れ
故
郷
カ
ル
デ
ア
の
ウ
ル
な
る
父
の
家
を
離
れ
て
出
発
し
た
と
き
、
妻
の
サ
ラ
イ
は

不
妊
の
女
で
あ
っ
た
（
創
十
一
27
─十
二
4
）。
エ
ジ
プ
ト
滞
在
中
は
妻
を
妹
と
偽
っ
て
フ
ァ
ラ
オ
の
後
宮
に
差
出
し
、
命
を
助
か

る
ば
か
り
か
、
栄
耀
を
楽
し
む
罪
も
お
か
し
た
（
創
十
二
10
─20
）。
さ
ら
に
サ
ラ
イ
の
勧
め
と
は
い
え
、
サ
ラ
イ
の
女
奴
隷
ハ
ガ
ル
を
側
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女
と
し
て
子
供
を
得
よ
う
と
し
た
（
創
十
六
）。
そ
れ
で
も
な
お
九
十
歳
の
サ
ラ
に
子
が
授
か
る
と
い
う
神
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
思
わ

ず
彼
は
顔
を
伏
せ
て
笑
っ
た
の
で
あ
る
（
創
十
七
17
）。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
、
か
な
ら
ず
し
も
単
純
に
「
信
仰
の
模
範
」（
ロ
マ
四
12
）
と
は
い

え
ま
い
。
し
か
る
に
パ
ウ
ロ
は
、
信
仰
の
模
範
と
断
定
す
る
こ
と
に
、
な
ん
の
躊
躇
も
な
い
。
新
約
聖
書
冒
頭
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
の
よ
う
な

神
学
論
・
哲
学
論
で
な
く
、「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
ダ
ビ
デ
の
子
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
系
図
」
で
あ
る
。
マ
タ
イ
伝
第
一
章
第
一
節
は
、

た
だ
こ
れ
の
み
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
も
ダ
ビ
デ
も
罪
の
子
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
罪
が
放
置
さ
れ
て
よ
い
は
ず
は
な
く
、
ま
た
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
ダ
ビ
デ
の
裔す

え

に
イ
エ
ス
が
誕
生
す

る
。
イ
エ
ス
の
み
は
神
と
等
し
く
「
全
く
」「
聖
き
」
人
間
で
あ
っ
た
。
人
は
す
べ
て
イ
エ
ス
に
接
ぎ
木
さ
れ
て
一
体
と
な
る
こ
と
に
よ

り
、
イ
エ
ス
と
等
し
く
完
全
な
聖
な
る
生
命
が
人
の
な
か
に
流
れ
込
み
満
ち
溢
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
イ
エ
ス
は
「
神
の
栄
光
の
か
が
や
き
、

神
の
本
質
の
完
全
な
現
れ
」（
ヘ
ブ
ル
一
3
）
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

御
子
の

神
性

『
失
楽
園
』
第
三
巻
に
至
り
、
神
が
初
め
て
登
場
す
る
に
当
り
、
父
な
る
神
を‘the A

lm
ighty Father ’

（P.L. III. 56

）
と

呼
び
、
御
子
を
あ
ら
わ
す
に
ヘ
ブ
ル
書
の
言
葉
を
借
り
て
「
神
の
栄
光
の
輝
か
し
き
像す

が
たで

あ
る
御
独
子
（T

he radiant im
age 

of his glory..., / H
is only Son,  III. 63

─64

）」
と
い
い
、「
御
子
の
表
情
は
比
類
を
絶
し
た
栄
光
に
包
ま
れ
、
父
な
る
神
の
本

質
そ
の
も
の
が
燦
然
と
輝
き
出
て
い
た
（B

eyond com
pare the Son of G

od w
as seen / M

ost glorious; in him
 all his Father 

shone / Substantially expressed;...,  III. 138

─140

）」
と
称
え
る
こ
と
は
、
神
を
何
よ
り
も
先
に
「
贖
罪
の
神
」
と
し
て
把
え
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ば
か
り
か
、
御
子
が
「
父
の
右
に
（on his right,  III. 62

）」
座
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
神

の
右
に
座
る
」
と
い
う
の
は
、
聖
書
で
は
最
高
法
院
で
死
刑
の
判
決
を
う
け
た
イ
エ
ス
が
み
ず
か
ら
、
い
ず
れ
神
の
子
メ
シ
ア
（
＝
キ
リ
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ス
ト
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
、
と
語
る
箇
所
で
あ
る
。「
あ
な
た
た
ち
は
や
が
て
、
人
の
子
が
全
能
の
神

0

0

0

0

の
右
に
座
り
、
天
の

雲
に
乗
っ
て
来
る
の
を
見
る
」（
マ
タ
イ
二
六
64
、
そ
の
ほ
か
マ
ル
コ
一
四
62
、
ル
カ
二
二
69
）。
こ
れ
は
イ
エ
ス
自
身
の
預
言
で
あ
る
が
、
旧

約
の
詩
篇
一
一
〇
篇
一
節
に
溯
り
、
使
徒
パ
ウ
ロ
に
よ
っ
て
も
、
復
活
後
の
神
の
子
の
姿
と
し
て
繰
返
し
、
預
言
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る

（
ロ
マ
八
34
、
エ
ペ
ソ
一
20
、
コ
ロ
サ
イ
三
1
）。
そ
れ
を
最
も
「
芸
術
的
な
香
り
」（
前
田
護
郎
『
新
約
聖
書
概
説
』
340
）
ゆ
た
か
に
表
現
し
た
の

は
ヘ
ブ
ル
書
で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
二
節
以
下
、
三
節
に
は
「
罪
の
き
よ
め
の
わ
ざ
を
な
し
終
え
て
か
ら
、
い
と
高
き
所
に
い
ま
す
大
能

者
の
右
の
座
に
」
着
い
た
、
と
あ
る
。
贖
罪
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
一
〇
章
一
二
節
に
も
「
罪
の
た
め
に
唯
一
の
永
遠
の
い
け
に

え
を
献
げ
た
後
、
神
の
右
の
座
に
着
」
い
た
と
あ
り
、
十
二
章
二
節
に
も
「
御
自
身
の
前
に
あ
る
喜
び
を
捨
て
、
恥
を
も
い
と
わ
な
い
で

十
字
架
の
死
を
耐
え
忍
び
、
神
の
玉
座
の
右
に
座
る
に
至
っ
た
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
旧
約
に
は
も
ち
ろ
ん
、
共
観
福
音
書
に
も
ま
だ
無
か
っ
た
が
、
使
徒
た
ち
に
な
る
と
、「
キ
リ
ス
ト
の
神
性
」
を
示
す
た
め

に
「
キ
リ
ス
ト
の
先
在
」
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
パ
ウ
ロ
は
、
第
一
の
ア
ダ
ム
は
地
か
ら
出
て
土
に
属
し
た
が
、
第
二
の
ア
ダ
ム

（
キ
リ
ス
ト
）
は
天
か
ら
来
る
、
と
い
い
（
1
コ
リ
ン
ト
一
五
47
）、
ま
た
「
キ
リ
ス
ト
は
神
の
身
分
で
あ
り
…
神
と
等
し
い
者
」（
ピ
リ
ピ
二

6
）
と
し
て
単
に
先
在
し
た
だ
け
で
な
く
、
創
造
に
も
関
与
し
、「
万
物
は
御
子
に
あ
っ
て
…
御
子
に
よ
っ
て
、
御
子
の
た
め
に
造
ら
れ

た
」（
コ
ロ
サ
イ
一
16
─17
）
と
語
る
。
キ
リ
ス
ト
の
先
在
は
、
そ
の
ほ
か
、
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
に
も
見
ら
れ
る
（
一
17
、
二
二
13
）。
が
、
最

も
徹
底
し
た
告
白
は
ヨ
ハ
ネ
伝
第
一
章
に
見
出
さ
れ
る
（
一
1
─3
、
14
、
そ
の
ほ
か
三
13
、
六
33
─51
）。
し
か
し
、
先
在
の
居
場
所
を
「
父

の
右
」
と
し
た
記
事
が
聖
書
に
は
な
い
。
復
活
後
の
居
場
所
が
上
述
の
ご
と
く
「
父
の
右
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
上
へ
降
る
以
前
の
居
場

所
も
「
父
の
右
」
で
あ
っ
た
、
と
ミ
ル
ト
ン
は
考
え
た
の
で
あ
る
。「
右
の
座
」
と
は
も
ち
ろ
ん
、
天
使
に
勝
り
、
天
使
た
ち
も
皆
、
彼

を
礼
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
神
と
等
し
い
彼
の
権
威
を
あ
ら
わ
す
。
と
し
た
ら
、
一
体
そ
の
よ
う
な
彼
が
、
何
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ

地
上
に
降
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
贖
罪
の
た
め
で
あ
っ
た
。



14

道家弘一郎

第
三
巻

神
は
被
造
物
の
一
つ
だ
に
滅
び
る
こ
と
を
望
ま
な
い
。
ま
し
て
人
間
は
、
最
後
に
造
ら
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
愛い

と

お
し
さ
は
最

高
で
あ
る
（
三
276
─278
）。
そ
れ
を
最
も
よ
く
知
る
も
の
は
、
悪
魔
だ
。
復
讐
の
念
に
燃
え
る
彼
は
、
人
間
を
神
に
背
か
せ
る
こ

と
が
、
神
へ
の
最
大
の
報
復
で
あ
る
と
考
え
る
。
神
は
、
セ
イ
タ
ン
が
遂
に
目
的
を
と
げ
、
人
間
は
、
セ
イ
タ
ン
の
諂
い
の
虚

言
に
耳
を
傾
け
、「
服
従
の
唯
一
の
し
る
し
で
あ
る
、
唯
一
の
命
令
（the sole com

m
and, / Sole pledge of his obedience,  III. 94

─95

）」

に
背
い
て
し
ま
う
、
こ
と
を
予
測
す
る
。
そ
の
よ
う
な
背
信
の
責
任
は
、
自
由
な
主
体
と
し
て
造
ら
れ
た
人
間
が
み
ず
か
ら
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
は
セ
イ
タ
ン
に
欺
か
れ
て
堕
落
し
た
の
だ
か
ら
、
セ
イ
タ
ン
と
は
お
の
ず
か
ら
違
っ
た
扱
い

を
し
よ
う
と
、
神
は
い
う
。

M
an therefore shall find grace; 

T
he other, none.  In m

ercy and justice both, 

T
hrough H

eaven and Earth, so shall m
y glory excel; 

B
ut m

ercy, first and last, shall brightest shine.

III. 131
─134.

　O
E

D

に
よ
っ
てgrace, m

ercy, justice, glory

と
い
う
語
の
意
味
を
辿
れ
ば
、
次
の
と
お
り
─
─

grace: 11.a. T
he free and unm

erited favour of G
od as m

anifested in the salvation of sinners and bestow
ing 
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of blessings.

（
罪
人
を
救
い
祝
福
を
与
え
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
、
神
の
自
発
的
な
無
償
の
好
意
）

m
ercy: 1.b. G

od ’s pitiful forbearance tow
ards H

is creatures and forgiveness of their offences.

（
神
の
被
造
物
へ
の

憐
み
ぶ
か
い
忍
耐
、
彼
ら
の
お
か
す
罪
科
の
赦
し
）

justice: I.†
2. Theol. O

bservance of the divine law
, righteousness; the state of being righteous or ‘just before 

G
od ’. O

bs.

（
律
法
の
順
守
・〔
正
〕
義
、
義
し
く
あ
る
、
即
ち
「
神
の
前
に
義
し
く
あ
る
」
こ
と
）

glory: 2.b. the glory of G
od: the honour of G

od, considered as the final cause of creation, and the highest 

m
oral aim

 of intelligent creatures.
（
創
造
の
最
終
目
的
（
も
し
く
は
目
的
因
、
究
極
因
）
と
、
ま
た
知
的
被
造
物
（
人
間
）
の
最
高
の
道

徳
的
目
的
と
考
え
ら
れ
る
神
の
名
誉
）

　
こ
う
し
て
一
語
一
語
を
手
繰
り
よ
せ
て
い
く
と
、
じ
わ
り
と
神
の
好
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
祝
福
す
る
」
と
訳
さ
れ
る‘bless ’

の
原

義
が‘to m

ake holy w
ith blood ’

（
寺
澤
芳
雄
『
英
語
語
源
辞
典
』
133
）
で
あ
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。
し
か
も
、
古
典
語
に
も
ゲ
ル
マ
ン

語
に
も
ロ
マ
ン
ス
語
に
も
同
族
語
は
例
証
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
。‘grace ’

と
い
う
最
初
の
う
る
わ
し
い
言
葉
の
な
か
に
、
す
で
に
、

た
だ
な
ら
ぬ
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。
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義
の

実
現

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
一
八
章
四
節
に
は
「
罪
を
犯
し
た
者
は
必
ず
死
ぬ
」
と
あ
り
、
ヘ
ブ
ル
書
九
章
二
二
節
に
は
「
血
を
流
す
こ
と
な

し
に
は
罪
の
赦
し
は
あ
り
え
な
い
」
と
あ
る
。
こ
れ
がjustice

の
第
一
義
で
あ
る
。
義
は
全
う
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
し
、
義
が
全
う
さ
れ
れ
ば
ア
ダ
ム
は
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
結
末
は
、
父
の
御
心
か
ら
は
最
も
遠
い

こ
と
で
あ
る
（
三
153
─154
）。
最
愛
の
末
息
子
が
、
彼
自
身
の
愚
か
さ
に
よ
る
と
は
い
え
、
策
謀
の
罠
に
は
ま
っ
て
、
失
わ
れ
て
し
ま
う
と

は
（
三
150
─153
）‼   
そ
う
な
れ
ば
父
の
善
と
父
の
偉
大
さ
は
、
と
も
に
弁
解
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
、
傷
つ
き
涜け

が

さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
御
子

は
答
え
る
（
三
165
─166
）。
父
は
、
こ
の
御
子
の
言
葉
を
、
父
の
胸
中
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
語
っ
た
も
の
と
し
て
喜
び
、「
わ
が
胸
の
子
よ
、

た
ゞ
ひ
と
り
わ
が
言
葉
、
わ
が
知
恵
、
わ
が
意
実
現
の
能ち

か
ら力

あ
る
子
よ
（Son of m

y bosom
, Son w

ho art alone / M
y w

ord, m
y 

w
isdom

, and effectual m
ight,...  III. 169

─170

）」
と
呼
び
か
け
る
。

　
一
七
三
四
年
の
注
釈
本
、J. R

ichardson

（1665

─1745

）
のE

xplanatory N
otes and R

em
arks on M

ilton
’s Paradise 

Lost

に
はM

y

─Effectual M
ight

の
語
義
と
し
てM

y Executive Pow
er.

と
記
し
、
参
考
箇
所
と
し
てIII. 391

（B
y thee 

created

）. V
. 720. V

I. 682, 683. V
II. 175.

を
あ
げ
て
い
る
。
と
り
わ
け
当
該
箇
所
（
三
170
）
で
は
、
創
造
で
は
な
く
救
済
に
力
点
が

あ
る
。

　
ま
た‘effectual m

ight ’

は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
のefficient cause

（
動
力
因
、
作
用
因
）
を
連
想
さ
せ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
十
六

世
紀
に
は
「
動
力
因
」
が‘effectual cause ’

と
い
わ
れ
た
（O

E
D

. †
3

）。
ま
たeffectual grace

は
「
救
い
に
選
ば
れ
た
人
々
に
与

え
ら
れ
る
特
別
な
恩
寵
」（O

E
D

. l.b.

）
と
あ
る
。
先
の
引
用
に
お
い
て
示
し
た
と
お
りglory

が
目
的
因
な
ら
、justice

は
形
相
因
、

m
ercy

とgrace

は
動
力
因
、M

an

が
質
料
因
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
のm

ercy

とjustice

と
を
一
身
に
具
現
し
た
者
─
─

す
な
わ
ち
、
あ
る
べ
き
人
間
の
姿justice

義
（
形
相
因
）
も
、
そ
れ
を
実
現
す
る
力m

ercy

愛
（
動
力
因
）
を
も
兼
ね
そ
な
え
た
者
が
、

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
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救
い
へ

の
意
志

人
間
の
救
い
は
、
父
に
よ
っ
て
約
束
さ
れ
た
（M

an shall not quite be lost, III. 173

）。
し
か
し
、
救
わ
れ
ん
こ
と
を
願
う

者
だ
け
が
救
わ
れ
る
の
だ
。
た
だ
し
、
そ
の
意
志
は
、
そ
の
者
の
内
な
る
意
志
よ
っ
て
で
は
な
く
、「
自
由
に
与
え
ら
れ
る
わ

た
し
の
内
な
る
恵め

ぐ
み寵

（grace in m
e / Freely vouchsafed.  III. 174

─175

）」
に
よ
る
、
と
い
う
。
こ
れ
は
、
先
に
引
用
し
た

O
E

D

のgrace
の
語
義
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
神
の
立
場
に
立
て
ば
、free, freely

は
神
が
「
み
ず
か
ら
自
発
的
な
意
志
で
」
与
え
た
も

う
こ
と
を
あ
ら
わ
す
と
と
も
に
、「
何
の
代
価
も
な
く
、
無
料
で
、
無
償
で
」
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。O

E
D

に
お
け
る

unm
erited

は
、free

の
後
者
の
意
味
を
反
復
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
立
場
か
ら
はfree

は
「
無
料
・
無
償
で
」、unm

er-

ited

は
「
自
分
に
は
、
何
の
値
打
ち
も
な
い
、
値
し
な
い
、
不
相
応
な
、
勿
体
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
〔
じ
じ
つ
、‘Fa-

vour unm
erited by m

e, w
ho sought / Forbidden know

ledge by forbidden m
eans.

（X
II. 278

─279

）’

と
い
う
行
が
あ
る
〕。

　
と
い
う
の
も
第
三
巻
で
は
、
そ
の
あ
と
父
は
続
け
て
、‘U

pheld by m
e ’

（III. 178

）、‘B
y m

e upheld ’

（III. 180

）
と
重
ね
て
、
わ

た
し
に
支
え
ら
れ
て
こ
そ
悪
魔
と
も
互
角
に
戦
い
、
人
間
の
堕
落
し
た
状
態
が
い
か
に
弱
く
脆
い
か
も
覚
り
、「
救
い
が
す
べ
て
わ
た
し

に
、
わ
た
し
だ
け
に
負
う
（to m

e ow
e / A

ll his deliverance, and to none but m
e.  III. 181

─182

）」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
だ
ろ

う
、
と
い
う
。
こ
の
二
行
は
、
人
間
の
側
に
は
少
し
の
善
も
な
く
、「
救
わ
れ
ん
と
の
意
志
」
す
ら
神
か
ら
の
恩
寵
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
神
は
こ
の
「
特
別
の
恩
寵
（peculiar grace,  III. 183

）」
に
よ
っ
て
、
或
る
者
た
ち
を
、
他
の
者
に
も
ま
し
て
選
別
さ
れ
た
者
と
し
て

選
ぶ
。
パ
ウ
ロ
は
ロ
マ
書
（
九
16
─18
と
十
一
31
）
で
、
神
の
選
び
は
も
っ
ぱ
ら
神
の
憐
れ
み
（m

ercy

）
に
よ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
も
、
ミ
ル
ト
ン
のgrace

が
聖
書
のm

ercy

と
同
義
語
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
神
は
、「
残
り
の
者
」
も
私
の
呼
び
か

け
を
聞
き
、
罪
を
自
覚
し
、
私
の
怒
り
を
鎮
め
る
機
会
を
失
し
な
い
よ
う
に
警
告
し
よ
う
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
石
の
よ
う
に
頑
な
心
も
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和
ら
い
で
、「
祈
り
、
悔
改
め
、
正
し
い
服
従
」（
三
190
で
は
動
詞
形
で
、
次
行
191
で
は
名
詞
形
で
繰
返
し
強
調
）
へ
と
立
返
る
よ
う
に
し
た
い
、

そ
の
た
め
に
彼
ら
の
心
に
「
良
心
（Conscience, III. 195

）」
を
お
く
、
良
心
は
い
わ
ば
万
人
に
与
え
ら
れ
た
神
の
声
で
あ
る
、
こ
の
良

心
の
声
に
耳
を
傾
け
る
者
は
、
や
が
て
救
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
が
、
神
の
長
い
忍
耐
と
恩
寵
を
無
視
し
侮
る
者
は
、
救
い
を
得
る

こ
と
は
で
き
ず
、
頑
な
者
は
ま
す
ま
す
頑
な
に
、
盲め

し
い人

は
ま
す
ま
す
盲
人
と
な
っ
て
、
や
が
て
躓
き
、
い
っ
そ
う
深
み
へ
と
堕
ち
て
ゆ
く
、

こ
の
よ
う
な
者
以
外
は
、
一
人
と
し
て
「
恩
恵
（m

ercy,  III. 202

）」
よ
り
除
外
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。

　
こ
こ
ま
で
人
間
の
救
い
に
関
し
、
神
と
御
子
と
は
、
神
の
予
知
と
人
間
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
応
答
を
重
ね
て
き
た
。
だ
が
、
ま
だ
十
字

架
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
こ
そ
一
番
肝
腎
な
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

十
字
架

B
ut yet all is not done.

III.
203.

（
し
か
し
、
ま
だ
す
べ
て
が
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
）

こ
の
一
行
は
、
ま
だ
付
け
足
す
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
は
な
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
ま
だ
何
も
語
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
、
と

い
う
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
第
三
巻
五
六
行
か
ら
四
一
五
行
に
至
る
、
神
と
御
子
と
の
問
答
の
う
ち
ま
だ
三
分
の
一
を
語
っ
た
に
す
き
ず
、

三
分
の
二
近
く
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
後
半
の
書
き
出
し
は
、‘M

an, disobeying, III. 203 ’

で
、
第
一
巻
の
冒
頭
を
想
起

さ
せ
る
。
か
つ
、
こ
の
段
落
の
終
り
は
、
人
間
に
代
っ
て
誰
か
他
の
者
が
、
死
に
は
死
を
も
っ
て
す
る
厳
し
い
償
い
の
責
め
を
果
た
さ
な
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け
れ
ば
、
人
間
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
神
の
義
が
死
ん
で
し
ま
う
、
さ
れ
ば
、
天
使
た
ち
の
な
か
に
、
人
間
の
死
を
贖
う
た
め
に
自
ら
死
に
、

自
ら
は
正
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
し
か
ら
ざ
る
者
を
救
お
う
と
す
る
「
そ
の
よ
う
に
深
い
慈
愛
（charity so dear,  III. 216

）」
を
も
つ

者
は
い
な
い
の
か
、
と
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
第
一
巻
冒
頭
の‘one greater M

an / R
estore us and regain the 

blissful seat, I. 4. ’

を
連
想
さ
せ
る
。

仲
保
者

こ
の
神
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
す
べ
て
の
天
使
た
ち
は
寂
と
し
て
声
な
く
、
だ
れ
も
「
弁
明
者
ま
た
調
停
者
（Patron or 

intercessor,  III. 219
）」
た
ろ
う
と
す
る
も
の
、
ま
し
て
自
ら
の
命
を
投
げ
出
し
て
人
の
死
罪
を
贖
い
、
賠み

の

償し
ろ

を
払
お
う
と
申

し
出
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
も
し
も
こ
の
ま
ま
「
贖
い
（redem

ption,  III. 222

）」
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
全
人
類
は
堕
地
獄
の

審
判
を
ま
ぬ
が
れ
ず
、
永
久
に
亡
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
御
子
は
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
「
聖
な
る
愛
（love divine,  III. 

225

）」
か
ら
「
仲
保
（m

ediation,  III. 226
）」
の
役
を
申
し
出
る
。

　
先
の
段
落
で
は‘charity

（III. 216

）’

と
い
っ
た
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
のcaritas

に
由
来
し
、
ギ
リ
シ
ア
語
のagape

に
当
る
。
こ

こ
で
は
こ
れ
を‘love divine

（III. 225

）’

と
言
い
換
え
て
い
る
。

　
こ
の
僅
か
一
〇
行
（
三
217
─三
226
）
の
間
で
、
ミ
ル
ト
ン
は
、
キ
リ
ス
ト
の
役
割
を
順
を
追
う
て
的
確
に
定
義
し
て
い
る
。
つ
ま
りpa-

tron, intercessor, m
ediator

と
い
う
進
行
で
あ
る
。patron

は
、Fow

ler

がadvocate

と
注
し
て
い
る
が
、
本
来
「
父
（pa-

ter

）」
の
ご
と
く
そ
の
子
の
た
め
身
内
の
立
場
か
ら
弁
明
し
て
く
れ
る
人
で
あ
る
。intercessor

は
「
執
成
」
し
て
く
れ
る
人
、O

E
D

で
は
第
一
義
に‘O

ne w
ho intercedes or interposes on behalf of another; a m

ediator. ’

と
あ
り
、
ミ
ル
ト
ン
の
こ
の
箇
所
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（
三
219
）
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
相
手
と
の
交
渉
に
入
る
の
で
あ
る
。
そ
し
てm
ediator

は
両
者
の
橋
渡
し
を
し
て
、
解
決
を
、
和

解
を
も
た
ら
す
人
で
あ
る
、‘one w

ho brings about

（a peace, a treaty

）or settles

（a dispute

）by m
ediation

’

（O
E

D
. 1

）。

神
学
的
に
は
テ
モ
テ
前
書
二
章
五
節
「
神
と
人
と
の
間
の
仲
介
者
は
人
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
た
だ
ひ
と
り
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本

来
、m

ediate
の
語
源
は
「
二
つ
に
分
け
る
」
こ
と
、「
二
つ
の
等
し
い
部
分
に
分
割
す
る
」
こ
と
あ
ら
わ
し
、「
不
和
を
調
停
す
る
」
こ

と
を
意
味
す
る
に
至
る
。

　patron, intercessor, m
ediator

と
い
う
移
行
は
、
人
間
の
立
場
に
立
っ
て
弁
明
し
、
執
り
成
し
、
神
と
人
、
両
者
の
言
い
分
を
聞

い
た
う
え
、
俗
な
表
現
を
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
顔
が
立
つ
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
、
和
解
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の

結
果
は
、
キ
リ
ス
ト
が
神
の
身
分
を
捨
て
、
人
と
な
っ
て
、
し
か
も
極
悪
人
の
受
け
る
べ
き
極
刑
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。
全
く
罪
の
な

い
キ
リ
ス
ト
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
不
条
理
な
刑
罰
は
な
い
け
れ
ど
、
人
間
に
と
っ
て
こ
れ
以
上
の
恩
恵
は
な
い
、
人
間
の
一
切
の
罪

が
帳
消
し
に
な
る
の
だ
か
ら
。
人
間
は
「
死
ん
で
も
生
き
る
」（
ヨ
ハ
ネ
十
一
25
）
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
神
は
法
の
一
点
一
画
も

損
な
う
こ
と
な
く
、
人
間
を
赦
す
こ
と
が
で
き
た
（
ロ
マ
三
26
）。

forfeiture

と
こ
ろ
で
、
キ
リ
ス
ト
が
み
ず
か
ら
に
引
受
け
る
こ
と
を
申
し
出
た
「
罰
」
を
、
こ
こ
で
はforfeiture

と
い
う
。
こ

の
単
語
は
『
失
楽
園
』
全
巻
の
な
か
で
、
唯
一
回
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
か
つ
欽
定
訳
に
も
あ
ら
わ
れ
な

い
語
で
あ
る
か
ら
、
一
言
付
加
え
た
い
。forfeit

の
派
生
語
で
、
フ
ラ
ン
ス
語forfaire to transgress

（L foris outside, facio to 

do

）
に
由
来
す
る
。O

E
D

が
記
すforfeiture

の
第
一
義
は
、‘†

l. T
ransgression or violation of a law

; crim
e, sin; spec, 

in Law
. O

bs. ’ 

と
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、「
犯
罪
や
契
約
違
反
の
た
め
に
財
産
・
生
命
・
権
利
な
ど
を
失
う
こ
と
」
を
意
味
し
、
さ
ら
に

‘†
T

he penalty of the transgression; punishm
ent for an offence. O

bs. ’ 
と
し
て
、『
失
楽
園
』
の
こ
の
箇
所
（
三
221
）
を
引
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用
し
て
い
る
。

贖
い

そ
の
罰
に
科
せ
ら
れ
た
賠
償
がransom

で
あ
る
。
が
、
そ
の
語
源
はredenm

ption

で
あ
る
。
償
い
方
は
一
つ
し
か
残
さ
れ

て
い
な
い
。
身
代
金
を
払
っ
て
、
囚
人
の
釈
放
を
実
現
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
。ransom

とredem
ption

は
同
義
と
し
て
用

い
ら
れ
る
が
、O

E
D

の
挙
げ
る
第
一
義
は
、ransom

が
誰
に
よ
る
と
も
特
定
さ
れ
な
い
一
般
的
な
場
合
を
指
す
の
に
対
し
、

redem
ption

は
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
に
よ
る
罪
と
そ
の
結
果
か
ら
の
解
放
」
と
あ
る
。

　
御
子
キ
リ
ス
ト
は
、
父
な
る
神
の
思
い
に
応
え
て
父
に
呼
び
か
け
る
、

　Father, thy w
ord is passed, M

an shall find grace;

・
　
・

　
・

　
・

　
・

・
　
・

　H
e

（i. e. M
an

）her

（i. e. grace
）aid

　Can never seek, once dead in sins and lost;

A
tonem

ent for him
self, or offering m

eet,

Indebted and undone, hath none to bring.

B
ehold m

e, then: m
e for him

, life for life,

I offer; on m
e let thine anger fall;

A
ccount m

e M
an: I for his sake w

ill leave

T
hy bosom

, and this glory next to thee
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Freely put off, and for him
 lastly die

W
ell pleased; on m

e let D
eath w

reak all his rage:....

III. 227

─241.
父
よ
、
人
は
恩め

ぐ
み恵

を
受
く
べ
し
、
と
の
御
言
葉
は
既
に
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
　
・
　
・
　
・
　
・

・
　
・

　
だ
が
、
人
は
、
ひ
と
た
び
罪
の
う
ち
に
死
ん
で
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、

恩め
ぐ
み恵

の
援た

す
け助

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

己
が
身
の
贖
い
、
あ
る
い
は
ふ
さ
わ
し
い
宥
め
の
供
え
物
は

神
に
負
う
て
、
い
ま
だ
返
せ
ぬ
ま
ま
に
て
、

人
が
自
力
で
も
た
ら
す
術す

べ

は
到
底
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ゆ
え
、
ど
う
か
わ
た
し
に
眼
を
お
止
め
く
だ
さ
い
。
彼
の
代
り
に
わ
た
し
を
、
彼
の
命
の
代
り
に

わ
た
し
の
命
を
捧
げ
ま
す
。
あ
な
た
の
お
怒
り
を
わ
た
し
の
上
に
注
い
で
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
を
人
間
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
は
彼
の
た
め
に
、

あ
な
た
の
懐
を
離
れ
、
あ
な
た
に
次
ぐ
こ
の
栄
光
を

潔い
さ
ぎ
よく

棄
て
、
最
後
に
は
人
間
の
た
め
に
喜
ん
で
死
に
ま
す
。

ど
う
か
「
死
」
に
は
忿い

か
り怒

の
た
け
を
わ
た
し
の
上
に
揮
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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文
中
、「
贖
罪
」
を
あ
ら
わ
す
最
も
一
般
的
な
語‘atonem

ent, III, 234 ’

が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
語
が
『
失
楽
園
』
の
な
か
に
現

れ
る
の
は
唯
こ
の
一
回
限
り
で
あ
る
。‘atonem

ent ’

の
語
源
は‘at onem

ent ’

で
あ
り
、‘onem

ent ’

は
「
一
つ
に
な
る
こ
と
」
で
あ

る
。
こ
の
原
義
を
ミ
ル
ト
ン
の
テ
キ
ス
ト
の
な
か
に
戻
す
と
、
人
間
は
「
罪
の
う
ち
に
死
ん
で
失
わ
れ
た
も
の
」（
出
典
は
エ
ペ
ソ
二
1
、

5
と
ル
カ
一
九
10
、
マ
タ
イ
一
八
11
）
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
ら
自
分
の
方
か
ら
神
と
の
一
致
和
解
が
求
め
ら
れ
る
筋
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え

イ
エ
ス
は
人
間
の
た
め
の
代
理
贖
罪
を
願
い
出
る
の
で
あ
る
。

　
父
な
る
神
も
ま
た
、
こ
の
御
子
キ
リ
ス
ト
の
申
出
を
喜
び
、
や
が
て
時
満
ち
た
と
き
、
汝
は
、
処
女
の
子
と
し
て
肉
と
な
り
、
地
上
の

人
間
の
ひ
と
り
と
し
て
、
ア
ダ
ム
の
末す

裔え

な
が
ら
ア
ダ
ム
の
代
り
に
全
人
類
の
主
と
な
っ
て
、
ア
ダ
ム
に
よ
っ
て
は
滅
び
る
全
て
の
人
を

救
っ
て
も
ら
い
た
い
、
汝
が
い
な
け
れ
ば
一
人
と
し
て
救
わ
れ
る
者
は
い
な
い
か
ら
だ
、

H
is crim

e m
akes guilty all his sons; thy m

erit,

Im
puted, shall absolve them

 w
ho renounce

T
heir ow

n both righteous and unrighteous deeds,

A
nd live in thee transplanted, and from

 thee

R
eceive new

 life.

　
　
　
　
　III. 290

─294.

ア
ダ
ム
の
罪と

科が

は
、
す
べ
て
の
子
孫
を
罪
あ
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
汝
の
功

い
さ
お
しが

彼
ら
の
も
の
に
帰
せ
ら
れ
、
彼
ら
を
救
う
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
は
、
自
己
の
業
は
、
善
な
る
も
、
善
な
ら
ざ
る
も
共
に
捨
て
さ
り
、
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汝
の
う
ち
に
移
し
植
え
ら
れ
て
生
き
、
汝
か
ら

新
た
な
生い

の
ち命

を
受
け
と
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
至
極
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
人
間
が
人
間
の
罪
を
贖
い
、
裁
か
れ
て
死
に
、
死
ん
で
蘇
り
、
蘇
る
と
と
も
に
、
自

ら
の
貴
重
な
生
命
で
贖
わ
れ
た
兄
弟
た
ち
を
蘇
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
（
三
294
─297
）、
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
天
上
の
愛
が
地
獄
の
憎
し
み
に
う
ち
か
ち
、
汝
は
「
神
に
し
て
人
、
神
と
人
と
の
子
、
油
そ
そ
が
れ
た
万
物
の
王
」（
三
316
─

317
）
と
し
て
君
臨
す
る
、
と
い
う
こ
と
ば
か
り
か
、
や
が
て
は
最
後
の
審
判
を
経
て
新
天
新
地
の
到
来
す
る
こ
と
を
予
言
す
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
す
べ
て
を
成
就
す
る
た
め
に
死
に
就
か
ん
と
す
る
こ
の
者
を
崇
め
よ
、
わ
た
し
を
敬
う
ご
と
く
、
こ
の
わ
が
子
を
崇
め
、
か
つ
敬

え
、
と
父
な
る
神
は
語
る
（
三
274
─343
）。

　
こ
の
よ
う
に
父
な
る
神
と
御
子
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
問
答
、
こ
の
一
面
で
は
全
く
抽
象
的
な
神
学
的
論
議
が
、
ど
こ
ま
で
詩
に
な
り

う
る
か
、
い
や
、
こ
こ
ま
で
詩
に
な
り
え
た
実
例
と
し
て
、
ま
こ
と
に
興
味
ぶ
か
い
。
シ
ョ
ー
ク
ロ
ス
も
「
け
だ
し
聖
書
の
最
も
重
要
な

テ
キ
ス
ト
が
完
璧
な
詩
と
し
て
、
十
分
な
迫
力
と
メ
ッ
セ
イ
ジ
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
た
箇
所
」
と
し
て
、
こ
こ
を
挙
げ
て
い
る
（J. T

. 

Shaw
cross, John M

ilton, p. 270

）。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
代
贖
の
死
を
申
し
出
る
キ
リ
ス
ト
の
崇
高
さ
を
、
ア
ダ
ム
も
イ
ー
ヴ
も
何
が
し
か
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。
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ア
ダ
ム

の
死

ア
ダ
ム
は
神
に
願
っ
て
得
た
妻
イ
ー
ヴ
が
禁
制
を
犯
し
た
こ
と
を
知
っ
た
と
き
、
イ
ー
ヴ
を
失
っ
て
生
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
思
う
。
一
方
、
イ
ー
ヴ
は
、
自
分
ひ
と
り
が
死
ん
だ
あ
と
、
夫
ア
ダ
ム
が
「
も
う
ひ
と
り
別
の
イ
ー
ヴ
（another Eve, IX

. 

828

）」
と
暮
ら
す
可
能
性
を
考
え
た
だ
け
で
死
ぬ
思
い
だ
（A
 death to think, IX

. 830

）
と
嫉
妬
し
、
そ
れ
ゆ
え
ど
ん
な
策

を
弄
し
て
で
も
ア
ダ
ム
に
禁
断
の
果
実
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
ア
ダ
ム
は
妻
ひ
と
り
を
死
に
さ
せ
は
せ
ず
、
自
分
も
彼
女
と
共
に
死

ぬ
途
を
選
ぶ
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
ー
ヴ
は
と
っ
さ
に
「
も
う
ひ
と
り
別
の
イ
ー
ヴ
」
の
こ
と
を
思
い
、
ア
ダ
ム
も
、
イ
ー
ヴ
が
話
題
に
し
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
神
が
「
も
う
ひ
と
り
別
の
イ
ー
ヴ
」（
九
911
）
を
造
っ
た
と
し
て
も
、
現
在
の
妻
イ
ー
ヴ
を
失
っ
て
生
き
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
。
人
間
は
ま
だ
二
人
し
か
い
な
い
の
に
、
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
然
に‘another Eve ’

の
こ
と
を
考
え
る
と
は
、
ミ
ル
ト

ン
も
な
か
な
か
偶
に
お
け
な
い
人

メ
ン
シ
エ
ン
ケ
ン
ネ
ル

間
通
と
い
う
べ
き
か
。

　
ア
ダ
ム
は
イ
ー
ヴ
を
「
肉
の
肉
、
骨
の
骨
」
と
い
と
お
し
み
、
妻
と
の
「
自
然
の
絆
（T

he link of nature,  IX
. 914

）」
に
引
か
れ
て

死
を
選
ぶ
こ
と
を
決
意
す
る
。
も
っ
と
も
そ
こ
に
は
蛇
の
先
例
も
あ
る
と
お
り
、
死
な
な
い
ど
こ
ろ
か
、
従
来
以
上
の
よ
り
高
い
生
活
が

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
希
望
的
憶
測
が
混
じ
っ
た
り
、
万
物
の
霊
長
と
し
て
造
っ
た
人
間
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
も
折
角

の
創
造
の
業
を
ご
破
算
に
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
、
と
い
う
甘
え
が
混
じ
っ
た
り
は
す
る
が
、
結
局
は
、「
自
然
の
絆
（T

he bond of 

nature, IX
. 956

）」
の
ゆ
え
に
、
決
し
て
妻
イ
ー
ヴ
か
ら
離
れ
は
し
な
い
と
誓
う
。

　
ア
ダ
ム
は
、‘another Eve ’

を
思
っ
た
直
後
に
そ
れ
を
打
消
す
よ
う
に‘T

he link of nature ’

と
言
い
、
と
つ
お
い
つ
思
案
し
た
あ

と
に‘T
he bond of nature ’

と
言
う
。‘link

’

か
ら‘bond ’

へ
の
移
行
は
、
と
も
に
「
絆
」
と
訳
す
る
よ
り
外
は
な
い
も
の
の
、
そ
の

差
異
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。‘bond ’

に
手
枷
、
足
枷
、
拘
引
な
ど
の
意
味
が
あ
る
た
め
、「
束
縛
」
と
し
て
否
定
的
な
意
味
に

と
ら
れ
、
ア
ダ
ム
が
ま
す
ま
す
イ
ー
ヴ
の
魅
力
（fem

ale charm
, IX

. 999

）
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
る
が
、
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‘bond ’

に
は
一
面
、
契
約
の
意
味
も
あ
り
、
結
婚
の
契
約
に
用
い
ら
れ
る
（
例
え
ばthe bond of m

atrim
ony or m

arriage

）。
そ
し
て

bond
が
用
い
ら
れ
る
『
失
楽
園
』
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
九
952
─959
）、
と
く
に‘O

ur state cannot be severed; w
e are one, / O

ne 

flesh; ...IX
. 958

─959 ’

は
、
マ
タ
イ
伝
十
九
章
五
─
六
節
の
イ
エ
ス
の
言
葉
「
こ
の
故
に
神
の
合
せ
給
ひ
し
者
は
人
こ
れ
を
離
す
べ
か

ら
ず
」
を
連
想
さ
せ
る
。‘sever ’

はO
E

D
 

に‘T
o part or divide suddenly or forcibly; cut in tw

o, cleave or rend asun-

der ’

と
あ
り
、
強
引
に
無
理
矢
理
引
き
裂
く
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
濃
い
。

　
一
方
、『
失
楽
園
』
で
ア
ダ
ム
が
イ
ー
ヴ
を
い
と
お
し
む‘flesh of flesh, / B

one of m
y bone, IX

. 914

─915 ’

と
い
う
言
葉
は
、

創
世
記
二
章
23
節
（
欽
定
英
訳
で
は‘bone of m

y bones, and flesh of m
y flesh

’

）
に
由
来
す
る
。
で
は
、
何
故
、
順
序
が
逆
転
す
る
の

か
。

　
実
は
第
八
巻
、
ア
ダ
ム
の
願
い
に
応
え
て
神
に
創
造
さ
れ
た
イ
ー
ヴ
が
初
め
て
姿
を
現
わ
し
た
と
き
、
ア
ダ
ム
は
聖
書
の
語
順
ど
お
り

‘B
one of m

y bone, flesh of m
y flesh, V

III. 495 ’

と
、
そ
の
歓
び
を
語
っ
て
い
る
。
時
間
的
に
は
そ
の
後
で
あ
る
が
、『
失
楽
園
』

に
お
い
て
は
す
で
に
第
四
巻
に
お
い
て
、
イ
ー
ヴ
は
ア
ダ
ム
に
「
わ
た
し
は
あ
な
た
の
肉
の
肉
」（
四
441
）
と
い
い
、
ま
た
逃
げ
る
自
分

を
捕
え
て
ア
ダ
ム
が
、「
彼
の
肉
で
あ
り
彼
の
骨
で
あ
る
」（
四
483
）
の
に
な
ぜ
逃
げ
る
の
か
、
と
言
っ
た
、
と
い
う
。
イ
ー
ヴ
の
創
造
は

本
来
は
神
の
恩
恵
の
業
で
あ
る
が
、
人
間
の
目
に
見
え
る
の
は
先
ず
美
し
い
肉
体
で
あ
り
、
イ
ー
ヴ
の
自
己
本
位
の
意
識
の
な
か
で
は
、

す
で
に
骨
と
肉
と
の
位
置
が
逆
転
し
、
第
九
巻
、
ま
だ
堕
落
以
前
と
は
い
え
ア
ダ
ム
は
す
で
に
イ
ー
ヴ
の
意
識
に
感
染
し
、
イ
ー
ヴ
へ
の

肉
欲
に
傾
き
、
堕
落
直
前
に
は
単
に‘w

e are one, / O
ne flesh, IX

. 958

─959 ’

と
の
み
言
う
。

　
し
か
し
聖
書
が
「
二
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
体0

な
り
」
と
い
う
と
き
に
も
、
同
じ
「
肉
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
（
希
・
羅
・
英
・
独
・
仏
語

と
も
）。
肉
が
悪
で
は
な
く
、
た
だ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
逆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
間
的
な
、
余
り
に
人
間
的
な
迷
い
に
翻
弄

さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
ア
ダ
ム
の
決
断
は
大
き
く
道
を
過
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
え
る
。
妻
と
の
死
を
自
か
ら
進
ん
で
選
ん
だ
の
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で
あ
る
（
九

1167
）。

　
イ
ー
ヴ
は
、
ア
ダ
ム
が
彼
女
の
た
め
に
神
の
怒
り
を
、
い
や
死
さ
え
も
喜
ん
で
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ほ
ど
に
高
め
ら
れ

た
「
こ
の
美
事
な
愛
情
の
証
（T

his happy trial of thy love, IX
. 975

）」
に
感
動
し
、
彼
に
抱
き
つ
き
、
喜
び
の
涙
を
流
す
。
だ
が
、

こ
う
し
て
「
人
間
に
死
を
も
た
ら
す
原
罪
は
犯
さ
れ
た
（com

pleting of the m
ortal sin / O

riginal, IX
. 1003

─1004

）」。

　
こ
こ
が
全
巻
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
最
も
感
動
的
な
場
面
で
あ
る
。
私
は
、
そ
の
感
動
の
最
大
の
理
由
は
、
ア
ダ
ム
が
イ
ー
ヴ

へ
の
愛
の
た
め
に
死
を
選
ん
だ
こ
と
に
あ
る
、
と
思
う
。
御
子
は
ア
ダ
ム
を
断
罪
す
る
に
際
し
て
「
神
の
声
を
無
視
し
て
彼
女
に
従
う
と

は
、
彼
女
が
お
ま
え
の
神
だ
っ
た
の
か
？   

彼
女
が
お
ま
え
の
導
き
手
だ
っ
た
の
か
？
」（
一
〇
145
─146
）
と
𠮟
る
。
し
か
し
、
も
し
ア
ダ

ム
が
イ
ー
ヴ
ひ
と
り
を
死
な
せ
て
自
分
は
生
き
残
っ
た
ら
、
そ
し
て
ま
た
、
理
想
的
な
結
婚
生
活
を
求
め
て
「
も
う
ひ
と
り
別
の
イ
ー

ヴ
」
を
要
求
で
も
し
た
ら
、
き
っ
と
別
の
お
咎
め
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
。
読
者
の
顰
蹙
を
買
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

イ
ー
ヴ

の
死

第
十
巻
は
場
面
が
大
き
く
変
わ
る
巻
で
あ
る
。
物
語
の
舞
台
は
、
地
上
か
ら
天
国
へ
、
そ
し
て
再
び
地
上
の
楽
園
へ
、
さ
ら
に

地
獄
へ
、
混
沌
へ
、
地
獄
へ
、
そ
し
て
も
う
一
度
地
上
の
楽
園
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
堕
落
の
報
が
守
護
天
使
た
ち
に
よ

っ
て
天
国
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
神
は
御
子
を
地
上
に
遣
わ
し
て
、
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
を
審
く
。
し
か
し
御
子
は
彼
ら
を
憐
れ

に
思
い
、
裸
身
を
覆
う
「
獣
の
毛
皮
」（
一
〇
220
─221
）
と
、
さ
ら
に
醜
い
内
な
る
裸
に
は
「
義
の
外う

わ
ぎ服

」（
一
〇
222
）
を
与
え
て
天
に
戻
る
。

一
方
、「
罪
」
と
「
死
」
は
セ
イ
タ
ン
の
成
功
を
知
る
と
地
獄
を
出
て
、
地
上
へ
向
か
う
広
い
通
路
を
混
沌
の
上
に
築
く
。
セ
イ
タ
ン
の

地
獄
へ
の
帰
還
、
万
魔
殿
で
の
戦
勝
報
告
、
と
突
然
の
悪
魔
軍
団
全
員
の
蛇
体
へ
の
変
形
。
地
上
で
は
自
然
が
蒙
る
調
和
の
喪
失
。
ア
ダ

ム
は
嘆
き
、
イ
ー
ヴ
を
恨
む
。
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イ
ー
ヴ
は
溢
れ
る
涙
を
拭
お
う
と
も
せ
ず
、
髪
を
ふ
り
乱
し
た
ま
ま
ア
ダ
ム
の
足
も
と
に
ひ
れ
伏
し
、
そ
の
足
を
両
腕
で
か
き
抱
き
な

が
ら
、
彼
の
赦
し
を
求
め
る
。

　Forsake m
e not thus, A

dam
! w

itness H
eaven

915 
W

hat love sincere and reverence in m
y heart

I bear thee, and unw
eeting have offended,

U
nhappily deceived! T

hy suppliant

I beg and clasp thy knees; bereave m
e not,

W
hereon I live, thy gentle looks, thy aid,

920 
T

hy counsel in this utterm
ost distress,

M
y only strength and stay: forlorn of thee,

W
hither shall I betake m

e, w
here subsisit?

W
hile yet w

e live, scarce one short hour perhaps,

B
etw

een us tw
o let there be peace; both joining,

925 
A

s joined in injuries, one enm
ity

A
gainst a foe by doom

 express assigned us,

T
hat cruel Senpent.  O

n m
e exercise not

T
hy hatred for this m

isery befallen;
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O
n m

e already lost, m
e than thyself

930 
M

ore m
iserable.  B

oth have sinned; but thou

A
gainst G

od only; I against G
od and thee,

A
nd to the place of judgm

ent w
ill return,

T
here w

ith m
y cries im

portune H
eaven, that all

T
he sentence, from

 thy head rem
oved, m

ay light

935 
O

n m
e, sole cause to thee of all this w

oe,

M
e, m

e only, just object of H
is ire,

X
. 914

─936

　
私
を
見
捨
て
な
い
で
下
さ
い
（
心
に
懐
く
愛
と
敬
意
に
免
じ
て
。
不
幸
に
も
だ
ま
さ
れ
て
罪
を
犯
し
た
の
も
、
つ
い
う
っ
か
り
、
悪
気
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
こ
う
し
て
身
を
投
げ
出
し
、
あ
な
た
の
膝
を
抱
い
て
お
願
い
し
ま
す
）

　
あ
な
た
の
優
し
い
顔
、
援
け
、
忠
告
を
取
り
去
ら
な
い
で
下
さ
い
（
こ
の
一
番
苦
し
い
と
き
に
、
唯
一
の
力
で
あ
り
、
支
え
な
の
だ
か
ら
、
あ

な
た
に
棄
て
ら
れ
た
ら
、
ど
こ
へ
行
き
、
ど
こ
で
暮
ら
せ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？
）

　
も
う
生
き
て
い
ら
れ
る
時
間
は
少
な
い
、
せ
め
て
乏
し
い
時
間
は
互
に
い
が
み
合
わ
な
い
で
、
む
し
ろ
共
通
の
敵
に
当
り
ま
し
ょ
う
。

　
だ
か
ら
、
ど
う
か
憎
し
み
を
私
に
向
け
な
い
で
下
さ
い
（
私
の
方
が
あ
な
た
よ
り
も
っ
と
惨
め
な
の
で
す
か
ら
）　（
括
弧
内
は
心
中
の
弁
解
や

動
揺
）
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914
行
か
ら
930
行
ま
で
は
や
は
り
今
ま
で
ど
お
り
の
自
己
本
位
・
自
己
中
心
的
な
要
求
で
あ
る
。
だ
が
、
生
き
ら
れ
る
時
間
が
短
く
死
が

迫
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
た
と
き
か
ら
、
現
状
の
事
態
を
惹
き
お
こ
し
た
責
任
を
も
は
や
他
人
に
は
転
嫁
せ
ず
、
自
分
に
引
き
う
け
よ

う
と
す
る
。

　
二
人
と
も
罪
を
犯
し
た
と
は
い
え
、
あ
な
た
は
神
に
対
し
て
だ
け
だ
が
、
私
は
神
と
あ
な
た
に
対
し
て
犯
し
た
、
だ
か
ら
罰
は
あ
な
た

に
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
禍
の
唯
一
の
原
因
で
あ
る
私
に
、
私
の
上
だ
け
に
す
べ
て
の
罰
が
下
さ
れ
る
よ
う
に
。

　
死
ぬ
の
は
自
分
ひ
と
り
で
、
ア
ダ
ム
は
生
き
残
る
こ
と
を
願
う
。
わ
ず
か
二
十
三
行
の
間
に
百
八
十
度
の
方
向
転
換
が
お
こ
る
。
さ
す

が
に
ア
ダ
ム
も
心
を
和
ら
げ
、
二
人
は
和
解
し
悔
改
め
る
に
至
る
。
こ
こ
こ
そ
『
失
楽
園
』
全
巻
の
山
場
（crisis

）
だ
、
と
テ
ィ
リ
ヤ
ー

ド
は
い
っ
て
い
る
（E. M

. W
. T

illyard, ‘T
he Crisis of Paradise Lost ’ in Studies in M

ilton, p. 40

）。

　
先
に
は
ア
ダ
ム
が
イ
ー
ヴ
の
た
め
に
死
を
決
し
、
こ
こ
で
は
イ
ー
ヴ
が
、
ア
ダ
ム
は
死
を
免
れ
、
自
分
ひ
と
り
が
死
ぬ
こ
と
を
申
し
出

る
。
ア
ダ
ム
は
、
イ
ー
ヴ
の
死

0

0

0

0

0

を
前
提
と
し
て
、
イ
ー
ヴ
へ
の
愛
か
ら
、
イ
ー
ヴ
の
た
め
に
死
ぬ
決
意
を
す
る
の
で
あ
る
か
ら
近
松
の
心

中
物
語
を
連
想
さ
せ
る
が
、
イ
ー
ヴ
は
、
ア
ダ
ム
の
生

0

0

0

0

0

を
前
提
と
し
て
、
ア
ダ
ム
へ
の
愛
か
ら
、
ア
ダ
ム
の
た
め
に
死
ぬ
決
意
を
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、
イ
ー
ヴ
の
方
が
御
子
キ
リ
ス
ト
に
近
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
二
箇
所
と
も
全
巻
中
最
も
感
動
的
な
箇
所
で
あ
る
。
な

ぜ
わ
れ
わ
れ
は
感
動
す
る
の
か
。
そ
の
感
動
の
起
こ
っ
て
来
た
る
理
由
は
、「
人
が
、
そ
の
友
の
た
め
に
自
分
の
命
を
捨
て
る
こ
と
、
こ

れ
よ
り
も
大
き
な
愛
は
な
い
」（
ヨ
ハ
ネ
一
五
13
）
と
い
う
イ
エ
ス
の
言
葉
を
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
愛
の
模
範
は
や
は

り
イ
エ
ス
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
三
章
十
六
節
に
は
、「
イ
エ
ス
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
、
命
を
捨
て
て
下
さ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
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っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
た
し
た
ち
も
ま
た
、
兄
弟
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
べ
き
で
あ
る
」

と
あ
る
。

3
×
4
＝
12

そ
れ
を
教
え
る
の
が
『
失
楽
園
』
最
終
巻
の
目
的
で
あ
る
。
第
三
巻
に
お
け
る
贖
罪
問
答
は
、
天
上
に
お
い
て
父
と
御
子

と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
、
人
間
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
そ
れ
が
人
間
に
告
げ
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
第
十
一
・
十
二
巻

に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　
先
き
に
第
四
巻
に
お
い
て
は
初
め
て
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
が
登
場
し
、
堕
落
以
前
の
美
し
い
結
婚
生
活
（
い
わ
ゆ
るunfallen sexuality

）

が
描
か
れ
た
。
そ
れ
は
セ
イ
タ
ン
を
も
嫉
妬
さ
せ
、
ま
す
ま
す
復
讐
の
念
を
燃
え
た
た
せ
た
。
セ
イ
タ
ン
は
鵜
（
四
196
）
に
も
、
獅
子

（
四
402
）、
虎
（
四
403
）
に
も
、
蝦が

蟇ま

（
四
800
）、
蛇
に
も
な
っ
て
、
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
隙
を
う
か
が
う
（
鵜
・
獅
子
・
虎
・
蝦
蟇
に
な
る
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
の
一
回
限
り
、
蛇
は
第
一
巻
三
四
行
か
ら
、
す
で
に
創
世
記
の
記
事
に
従
っ
て
登
場
、
ル
ー
シ
フ
ァ
と
呼
ば
れ
た
天
使
の
座
か
ら
地
に
這
う

蛇
に
な
る
ま
で
空
間
的
に
は
下
降
の
一
途
）。

　
こ
の
第
四
巻
と
は
対
照
的
に
第
十
一
巻
に
描
か
れ
る
人
類
の
姿
は
、
さ
な
が
ら
地
獄
絵
図
で
、
蟻
地
獄
の
よ
う
に
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
第
十
巻
に
お
け
る
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
悔
改
め
と
祈
り
に
よ
っ
て
、
い
や
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な

二
人
の
回
心
を
も
た
ら
し
た
神
の
「
先
行
す
る
恩
寵
（Prevenient grace, X

I. 3

）」
に
よ
っ
て
、
人
間
の
苦
難
に
も
光
が
射
し
込
ん
で
い

る
。
先
き
の
第
四
巻
に
お
け
る
ア
ダ
ム
と
イ
ー
ヴ
の
眩
し
い
ば
か
り
の
無
垢
な
牧
歌
的
な
生
活
が
暗
い
死
の
予
想
と
い
う
枠
組
の
な
か
に

描
か
れ
て
い
る
の
と
は
正
反
対
に
、
苦
悩
す
る
彼
ら
の
子
孫
は
、
明
る
い
生
の
展
望
と
い
う
枠
組
の
な
か
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
十
一
・
十
二
巻
は
、
楽
園
追
放
後
の
ア
ダ
ム
の
子
孫
が
辿
る
運
命
を
語
る
。
第
十
一
巻
で
天
使
マ
イ
ケ
ル
が
、
山
上
か
ら
ア
ダ
ム
に

見
せ
る
光
景
は
、
長
子
カ
イ
ン
が
弟
ア
ベ
ル
を
殺
す
場
面
か
ら
始
ま
っ
て
、
ノ
ア
の
洪
水
ま
で
で
あ
る
。
ノ
ア
に
つ
い
て
ア
ダ
ム
は
、
天
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使
マ
イ
ケ
ル
に
こ
う
答
え
る
、「
悪
し
き
子
孫
た
ち
の
一
つ
の
世
界
が
す
っ
か
り
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
を
悲
し
む
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
唯
一

人
の
人
間
が
完
全
で
正
し
い
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
そ
の
者
か
ら
神
が
も
う
一
つ
別
の
世
界
を
興
し
、
自
ら

の
す
べ
て
の
怒
り
を
忘
れ
去
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
」
と
。

Far less I now
 lam

ent for one w
hole w

orld

O
f w

icked sons destroyed, than I rejoice

For one m
an found so perfect and so just,

T
hat G

od vouchsafes to raise another w
orld

From
 him

, and all his anger to forget.X
I. 874

─878

　「
ノ
ア
は
そ
の
時
代
の
人
々
の
中
で
正
し
く
、
か
つ
全
き
人
で
あ
っ
た
」
と
い
う
創
世
記
々
事
（
六
9
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

第
十
一
巻
の
最
後
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ア
は
第
十
二
巻
最
後
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
応
し
て
い
る
。
第
十
二
巻
は
、
正
真

正
銘
の
「
完
全
で
正
し
い
人
」
か
ら‘another w

orld ’

が
始
ま
っ
て
神
が‘all his anger ’

を
忘
れ
る
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。

second

考

第
十
二
巻
で
は‘second ’

と
い
う
語
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
多
彩
な
働
き
を
見
せ
る
。
第
十
一
巻
の
末
尾
で
は
、
洪
水
に
よ

っ
て
一
つ
の
世
界
が
滅
ぼ
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
完
全
に
し
て
義た

だ

し
き
」（
十
一
876
）
ノ
ア
か
ら
「
も
う
一
つ
の
世
界
」（
十

一
877
）
が
始
ま
り
、
も
う
二
度
と
人
類
を
滅
ぼ
す
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
契
約
が
、
天
に
か
か
る
虹
を
し
る
し
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
こ



読解『失楽園』（二）

33

の
よ
う
に
ア
ダ
ム
か
ら
「
一
つ
の
世
界
が
始
ま
っ
て
終
っ
た
」（
十
二
6
）
の
を
う
け
て
、
第
十
二
巻
は
、
ノ
ア
と
い
う
「
第
二
の
本
木

（a second stock, X
II. 7

）」
か
ら
、
人
類
は
再
び
出
発
し
直
す
の
で
あ
る
。
ノ
ア
と
そ
の
一
族
が
「
人
類
の
第
二
の
祖
先
（‘T

his second 

source of m
en, X

II. 13

）」
と
呼
ば
れ
る
。

　「
第
二
の
本
木
」
と
い
う
表
現
は
第
一
の
本
木
を
前
提
と
し
、
そ
れ
が
ア
ダ
ム
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ノ
ア
を

第
二
の
本
木
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
ノ
ア
を
「
第
二
の
ア
ダ
ム
」
と
呼
ぶ
に
等
し
い
。
し
か
し
、
第
二
の
ア
ダ
ム
と
は
、
パ
ウ
ロ
が
キ
リ
ス
ト

を
言
い
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
た
言
葉
で
あ
る
（
1
コ
リ
ン
ト
十
五
47
）。
そ
の
上
、「
本
木
」
と
い
う
語
は
、
ロ
マ
書
第
十
一
章
に
お
け
る
接

木
の
比
喩
を
連
想
さ
せ
る
。
善
き
オ
リ
ブ
に
接
木
さ
れ
て
善
き
実
を
結
ぶ
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
に
接
木
さ
れ
て
、「
最も

早は
や

わ
れ
生
く
る
に

あ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
我
が
内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
二
20
）
と
い
う
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
が
最
高
の
生
活
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、「
完
全
に
し
て
義
し
き
人
」
ノ
ア
が
、
や
が
て
来
た
る
べ
き
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
影
」（
十
二
233
）、
前
も
っ
て
指
し

示
す
「
予タ

イ
プ型

」（
十
二
232
）
の
役
割
を
担
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
コ
リ
ン
ト
前
書
第
十
五
章
の
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を
ミ
ル
ト
ン
流
に
並
べ

変
え
る
と
、「
最
初
の
人
ア
ダ
ム
」（
45
）、「
第
二
の
人
」（
47
）
＝
ノ
ア
、「
最
後
の
ア
ダ
ム
」（
45
）
＝
イ
エ
ス
、
と
な
る
。

ア
ブ
ラ

ハ
ム

だ
が
、
ノ
ア
と
そ
の
子
孫
も
、
悲
し
い
か
な
ア
ダ
ム
と
そ
の
子
孫
の
轍
を
踏
ん
で
、
た
ち
ま
ち
「
悪
か
ら
、
さ
ら
に
悪
へ
」

（
十
二
106
）
へ
と
堕
ち
て
ゆ
く
。
性
懲
り
も
な
く
重
ね
ら
れ
る
悪
事
に
倦
み
疲
れ
た
神
は
、「
ひ
と
り
の
信
仰
深
い
人
間
」（
十
二

113
）
ア
ブ
ラ
ハ
ム
か
ら
生
ま
れ
る
民
を
「
一
つ
の
特
別
な
民
」（
十
二
111
）
と
し
て
選
ぶ
。「
至
高
の
神
」（
十
二
120
）
は
彼
の
上

に
恩
恵
を
注
ぎ
、
や
が
て
す
べ
て
の
国
の
民
が
「
彼
の
裔
」（
十
二
125
）
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
う
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
一

代
の
事
蹟
を
要
約
し
た
後
、
も
う
一
度
、
す
べ
て
の
国
の
民
が
「
彼
の
裔
」（
十
二
148
）
に
よ
っ
て
祝
福
さ
れ
る
と
繰
返
し
、
そ
し
て
、
こ

の
裔
こ
そ
、
や
が
て
あ
の
蛇
の
頭
を
砕
く
べ
き
「
偉
大
な
救
主
（great D

eliverer, X
11. 149

）」
だ
、
と
い
う
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
登
場
す
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る
と
同
時
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
の
言
及
が
始
ま
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
曙
光
が
さ
す
と
同
時
に
急
速
に
陽
の
光
が
増
し
て
く
る
よ
う

な
趣
き
が
あ
る
。

　
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
始
ま
る
親
子
三
代
、
エ
ジ
プ
ト
へ
の
移
住
、
律
法
の
授
与
、
そ
し
て
モ
ー
セ
に
導
か
れ
て
エ
ジ
プ
ト
か
ら
の
脱
出
、
つ

ま
り
、
故
郷
カ
ル
デ
ア
の
ウ
ル
の
地
（
十
二
130
）
を
離
れ
て
か
ら
カ
ナ
ン
の
地
（
十
二
269
）
を
所
有
す
る
に
至
る
ま
で
の
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴

史
が
簡
潔
な
筆
致
で
点
綴
さ
れ
る
。
天
使
マ
イ
ケ
ル
の
話
が
一
区
切
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
ア
ダ
ム
が
口
を
挟
む
、「
天
よ
り
遣
わ
さ
れ
て
、

わ
が
蒙く

ら
き昧

を
啓
く
者
よ
」（
十
二
270
─271
）、「
義
し
き
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
そ
の
裔
（Just A

braham
 and his seed, X

II. 273

）」
に
関
す
る
事
柄

を
明
ら
か
に
さ
れ
、「
今
初
め
て
私
は
、
自
分
の
眼
が
真ほ

ん

実と
う

に
開
か
れ
た
の
を
感
じ
る
（N

ow
 first I find / M

ine eyes true opening, 

X
II. 273

─274

）」、
さ
き
ほ
ど
ま
で
は
自
分
が
、
ま
た
全
人
類
が
こ
の
先
、
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
が
、
憂
い
は
晴
れ
、

彼
（
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
裔
）
の
現
わ
れ
る
日
に
は
「
す
べ
て
の
国
の
民
が
祝
福
さ
れ
る
」
様
子
が
さ
な
が
ら
瞼
に
浮
か
ぶ
、
と
い
っ
て
喜
ぶ
。

‘all nations shall be blest, X
II 277 ’

は
、
こ
れ
で
三
度
（
ほ
か
に
は
126
と
147
─148
）
繰
返
さ
れ
た
。
私
が
こ
こ
で
指
摘
し
た
い
の
は
、

二
七
三
行
の‘A

braham
’

と‘first ’

で
あ
る
。

ダ
ビ
デ

私
が
着
目
す
る
の
は
、
次
に‘second ’

と
い
う
語
の
用
い
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。
本
文
中‘T

he second, X
II. 321. ’

は
ダ
ビ

デ
を
指
す
（
注
釈
者
は
こ
れ
を
統
一
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
第
二
代
の
王
と
取
る
）。
彼
は
敬
神
と
武
勇
に
聞
こ
え
、
彼
の
王
統
は
永
続
す

る
と
い
う
約
束
を
う
け
る
。
そ
し
て
こ
の
ダ
ビ
デ
の
王
統
か
ら
、
ア
ダ
ム
に
は
「
女
の
裔
」（
十
二
327
）、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
は

「
す
べ
て
の
国
民
が
依
り
頼
む
者
」（
十
二
328
─329
）、
ま
た
王
た
ち
に
は
「
最
後
の
王
」（
十
二
329
─330
）
と
預
言
さ
れ
た
「
一
人
の
御
子
」

（
十
二
327
）
が
現
わ
れ
る
、
最
後
の
王
と
は
、
そ
の
治
世
に
終
り
が
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
。
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A
 Son, the W

om
an

’s Seed to thee foretold,

Foretold to A
braham

, as in w
hom

 shall trust

A
ll nations, and to kings foretold, of kings

T
he last, for of his reign shall be no end.X

II. 327

─330

　
そ
し
て
次
の
行
は
、

B
ut first a long succession m

ust ensue;

A
nd his next son, for w

ealth and w
isdom

 fam
ed,...

X
II. 331

─332.

と
続
く
。‘his next son

’

は
名
前
こ
そ
挙
げ
ら
れ
な
い
が
、
前
後
関
係
か
ら
ソ
ロ
モ
ン
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ダ
ビ
デ
を
第

二
代
の
王
と
い
う
が
、
先
王
サ
ウ
ル
と
は
血
の
繋
り
も
な
く
、
む
し
ろ
敵
対
関
係
に
あ
っ
て
王
位
を
受
け
つ
い
だ
の
だ
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ

ル
王
朝
第
二
代
の
王
と
い
う
意
味
を
強
調
す
る
理
由
は
な
い
。
む
し
ろ
ダ
ビ
デ
王
家
第
一
代
と
い
う
感
が
強
い
（
十
二
331
）。

　
そ
れ
に
ま
た
、
そ
の
十
行
前
に
は
モ
ー
セ
と
ヨ
シ
ュ
ア
の
記
事
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
約
束
の
地
カ
ナ
ン
へ
導
い
た
の
は
、
律

法
を
司
る
モ
ー
セ
で
は
な
く
、
そ
の
後
継
者
ヨ
シ
ュ
ア
の
方
で
あ
っ
た
。
ヨ
シ
ュ
ア
の
ギ
リ
シ
ア
語
名
は
イ
エ
ス
と
い
い
、
そ
の
カ
ナ
ン

移
住
は
「
や
が
て
敵
な
る
蛇
を
打
ち
破
り
、
こ
の
世
の
荒
野
を
越
え
て
、
永
ら
く
彷さ

ま
よ徨

え
る
民
を
安
ら
か
に
憩
い
に
み
ち
た
永
遠
の
楽
園
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へ
連
れ
も
ど
し
給
う
」（
十
二
311
─314
）
イ
エ
ス
の
任
務
を
先
取
り
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
273
行
目
で
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
以
来
、
330
行
目
ま
で
、
そ
の
な
か
に
イ
エ
ス
の
名
を
は
さ
み
な
が
ら
、

読
者
の
注
意
は
確
実
に
、
か
つ
強
力
に
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
へ
向
け
ら
れ
て
き
た
。
321
行
の
行
頭
にT

he second

、
330
行
行
頭
に

T
he last

と
あ
り
、
そ
れ
ゆ
えfirst

を
探
し
て
溯
れ
ば
、
や
は
り
273
行
目
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
行
き
つ
く
。

　A
braham

─
─first,

D
avid

─
─second,

Jesus

─
─last

と
い
う
順
序
は
マ
タ
イ
伝
冒
頭
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
子
ダ
ビ
デ
の
子
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
系
図
」
を
想
い
出
す
。
新
約
聖
書
は
こ
の
言

葉
で
始
ま
る
の
で
あ
る
。『
失
楽
園
』
第
十
二
巻
は
、
こ
の
系
図
を
い
く
ら
か
肉
づ
け
し
た
だ
け
の
文
章
で
あ
る
。
指
さ
す
の
は
た
だ

「
神
の
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
」（
マ
ル
コ
一
1
）
で
あ
る
。

　
新
約
に
も
う
一
箇
所
、
マ
タ
イ
伝
と
は
逆
に
、
イ
エ
ス
か
ら
溯
る
系
図
が
ル
カ
伝
に
あ
る
（
三
23
─38
）。
こ
こ
で
は
順
次
溯
っ
て
、
父

の
名
を
あ
げ
る
。
い
わ
ば
「
イ
エ
ス
の
父
ダ
ビ
デ
、
ダ
ビ
デ
の
父
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
系
図
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
タ
イ
伝
と
異
な
り
、
ル

カ
伝
は
さ
ら
に
そ
の
先
の
先
祖
を
あ
げ
る
。
か
の
ノ
ア
（
ル
カ
三
36
）
を
経
て
、
ア
ダ
ム
に
至
る
。
そ
し
て
「
こ
の
ア
ダ
ム
は
神
の
子
で

あ
る
」（
ル
カ
三
38
）
と
あ
る
。

　
因
み
に
ノ
ア
と
同
じ
よ
う
に
「
完ま

つ
た全

く
、
か
つ
義
し
き
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
ヨ
ブ
で
あ
る
（
ヨ
ブ
記
一
1
）。
し
か
し
ヨ
ブ
は
イ

エ
ス
の
直
系
の
先
祖
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
ど
の
家
系
に
も
、
ノ
ア
（just... and perfect,  G

en. 6. 9.

）
と
並
ぶ
ヨ
ブ
（perfect and up-

right,  Job. 1. 1.

）
の
よ
う
な
立
派
な
人
物
が
い
る
も
の
で
あ
る
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
で
は
も
う
一
人
ダ
ニ
エ
ル
を
ノ
ア
と
ヨ
ブ
の
中
間
に
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挟
ん
で
い
る
。
し
か
し
、「
た
と
え
、
そ
こ
に
、
か
の
三
人
の
人
物
、
ノ
ア
、
ダ
ニ
エ
ル
、
ヨ
ブ
が
い
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
自
分
た
ち

の
義
に
よ
っ
て
自
分
の
命
を
救
い
う
る
だ
け
だ
」（
エ
ゼ
十
四
14
）、「
彼
ら
は
自
分
の
息
子
、
娘
た
ち
す
ら
救
う
こ
と
が
で
き
な
い
」（
エ

ゼ
十
四
20
）
と
あ
る
。
救
い
主
へ
の
待
望
の
大
き
さ
が
推
し
測
ら
れ
る
。
イ
エ
ス
は
形
と
し
て
は
ア
ダ
ム
の
子
孫
で
あ
る
が
、「
第
二
の
ア

ダ
ム
」（
ロ
マ
五
12
─21
）、
全
く
新
し
い
神
の
子
で
あ
る
。

　
不
思
議
な
こ
と
だ
が
『
失
楽
園
』
の
な
か
に
「
キ
リ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
は
登
場
し
な
い
。「
イ
エ
ス
」
さ
え
、
僅
か
に
二
回
（
十
183
、

十
二
310
）
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
「
メ
シ
ア
（M

essiah

）」
と
か
「
裔す

え
（Seed

）」
と
か
呼
ぶ
場
合
は
多
い
。
い
ま
だ
新
約
の
時
代
で
は
な

い
と
い
う
時
代
設
定
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
キ
リ
ス
ト
の
原
義
を
示
す
よ
う
に
「
頭
に
油
を
注
が
れ
た
真
の
王
即
ち
救メ

シ

ア
世
主

（the true/A
nointed K

ing M
essiah,  X

II. 358

─359

）」
と
い
う
。
時
満
ち
て
、
い
よ
い
よ
御
子
の
誕
生
で
あ
る
。
未
だ
見
た
こ
と
の
な

い
星
が
大
空
に
現
わ
れ
、
東
方
三
博
士
の
訪
問
、
処お

と
め女

な
る
母
へ
の
賛
美
、「
か
く
し
て
神
は
人
と
一
つ
に
な
り
給
う
（so G

od w
ith 

M
an unites.  X

II. 382

）」。

　
ア
ダ
ム
の
堕
落
以
来
、
い
わ
ば
人
類
発
生
以
来
、「
女
の
裔
」
は
蛇
の
頭
を
砕
き
、
蛇
は
彼
の
踵か

か
とを

砕
く
、
と
言
わ
れ
て
き
た
（
創
世

記
三
15
）。
こ
れ
は
彼
が
セ
イ
タ
ン
そ
の
者
を
亡
ぼ
す
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
の
う
ち
に
働
く
セ
イ
タ
ン
の
業
を
亡
ぼ
す
こ
と
を
意
味
す

る
、
と
『
失
楽
園
』
の
天
使
マ
イ
ケ
ル
は
い
う
（
十
二
394
─395
）。

　
人
間
は
死
の
刑
罰
を
条
件
と
し
て
課
せ
ら
れ
た
神
の
律
法
に
従
わ
な
か
っ
た
、
そ
の
結
果
、
罰
と
し
て
死
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
御
子
は
従
順
と
愛
（
愛
だ
け
が
律
法
を
完
成
す
る
）
を
も
っ
て
律
法
を
実
行
す
る
。
ま
た
肉
の
姿
を
と
っ
て
恥
ず
べ
き
生
と
詛
わ
れ

た
死
に
至
る
ま
で
人
間
の
う
け
る
べ
き
罰
を
う
け
る
。
こ
の
彼
の
贖
い
、
す
な
わ
ち
彼
の
従
順
は
信
仰
に
よ
っ
て
人
間
の
も
の
と
さ
れ
、

人
間
の
従
順
と
な
る
こ
と
、
彼
の
功い

さ

績お
し

が
（
た
と
え
律
法
に
か
な
っ
て
い
て
も
、
人
間
の
業わ

ざ

で
は
な
く
）
人
間
を
救
う
こ
と
を
信
ず
る
、
す
べ
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て
の
者
に
生
命
を
宣
言
す
る
。

T
he law

 of G
od exact he shall fulfil

B
oth by obedience and by love, though love

A
lone fulfil the law

; thy punishm
ent

H
e shall endure, by com

ing in the flesh

T
o a reproachful life and cursed death,

Proclaim
ing life to all w

ho shall believe

In his redem
ption, and that his obedience

Im
puted becom

es theirs by faith; his m
erits

T
o save them

, not their ow
n, though legal, w

orks.

X
II. 402

─410.

　
そ
の
た
め
に
彼
は
憎
ま
れ
、
罵
ら
れ
、
捕
え
ら
れ
、
裁
か
れ
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
自
ら
の
同
胞
に
よ
っ
て
十
字
架
に
釘つ

け
ら
れ
る
。

ま
さ
に
生
命
を
も
た
ら
す
た
め
に
殺
さ
れ
る
。
だ
が
、
彼
が
彼
と
と
も
に
十
字
架
に
釘
け
た
も
の
は
、
律
法
で
あ
り
、
罪
で
あ
り
、
こ
れ

ら
が
、
彼
の
贖
い
を
信
ず
る
者
を
害
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。

　
死
も
も
は
や
彼
の
上
に
力
を
揮
い
え
ず
、
三
日
目
の
朝
に
は
復
活
、
そ
し
て
直
弟
子
た
ち
に
福
音
の
伝
道
を
委
託
す
る
。
こ
こ
で
も
う

一
度
、
最
後
に
止
め
を
さ
す
か
の
よ
う
に
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So in his seed all nations shall be blest.
X

II. 450.
と
繰
返
さ
れ
る
。
全
く
同
じ
言
葉
が
こ
れ
で
実
に
四
回
目
で
あ
る
。‘his ’

は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
指
し
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
血
を
つ
ぐ
子
孫
に

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
全
世
界
の
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
信
仰
の
子
孫
（the sons/O

f A
braham

’s faith,  X
II. 448

─449

）」
に
主
の
救
い
が
説

か
れ
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。‘bless ’

が
「
血
で
清
め
る
」
か
ら
来
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。

　
そ
し
て
こ
の
後
に
、
昇
天
と
再
臨
が
続
く
。
そ
れ
に
応
え
る
ア
ダ
ム
の
歓
び
も
含
め
て
、
こ
れ
以
降
、
つ
ま
り
イ
エ
ス
の
誕
生
か
ら
始

ま
っ
て
最
終
行
に
至
る
ま
で
、『
失
楽
園
』
の
結
び
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第
九
交
響
曲
、
最
終
楽
章
の
「
歓
喜
の
合
唱
」
を
思
わ
せ
る

も
の
が
あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
イ
エ
ス
は
誰
で
あ
る
か
、
を
問
う
て
き
た
。「
イ
エ
ス
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
」
が
、
そ
の
答
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
、
イ
エ
ス

は
ど
ん
な
人
か
？   

ど
う
い
う
人
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
神
の
御
子
、
神
の
名
代
と
し
て
、
創
造
者
で
も
あ
り
審
判
者
で
も
あ
る
、
こ
の
光
輝

燦
然
た
る
資
格
を
得
て
き
た
の
か
？

　
第
三
巻
が
キ
リ
ス
ト
論
の
「
理
論
篇
」
と
い
え
る
な
ら
、
第
十
二
巻
は
「
実
践
篇
」
あ
る
い
は
「
応
用
篇
」
と
呼
べ
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
旧
新
約
聖
書
に
読
む
過
去
に
お
こ
っ
た
歴
史
の
叙
述
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
天
使
マ
イ
ケ
ル
が
ア
ダ

ム
に
対
し
未
来
に
お
こ
る
べ
き
出
来
事
の
預
言
と
し
て
語
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
イ
エ
ス
の
誕
生
か
ら
再
来
ま
で
の
、
ま
さ
に
過
去
・
現

在
・
未
来
も
扱
わ
れ
、
教
会
の
堕
落
に
も
言
及
す
る
。

　
神
の
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
伝
え
る
べ
き
教
会
の
な
か
に
さ
え
悪
の
力
は
強
く
、「
金
銭
欲
や
野
心
（lucre and am

bition,  
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X
II. 511

）」
に
と
り
つ
か
れ
、「
名
誉
や
地
位
や
称
号
（nam

es/Places, and titles,  X
II. 515

─516

）」
を
己
の
利
益
に
な
る
よ
う
に
悪
用

す
る
「
狼
ど
も
（w

olves,  X
II. 508

）」（
使
徒
行
伝
二
〇
29
に
因
む
）
が
現
わ
れ
る
。
一
方
、
あ
く
ま
で
「
霊
と
真ま

こ
と（Spirit and T

ruth,  X
II. 

533

）」（
ヨ
ハ
ネ
四
24
）
と
を
も
っ
て
神
を
拝
す
る
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
は
激
し
い
迫
害
が
お
こ
る
。

　
彼
が
何
に
よ
っ
て
「
神
の
子
」
で
あ
っ
た
か
は
、
す
で
に
第
三
巻
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
た
。
生
得
の
権
よ
り
も
功い

さ

績お
し

に
よ
っ
て
、
偉

大
も
し
く
は
高
貴
で
あ
る
と
い
う
よ
り
善
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
栄
光
が
み
ち
溢
れ
て
い
る
以
上
に
愛
が
み
ち
溢
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
で
あ
っ
た
。
一
語
で
い
え
ば
「
低
く
な
る
こ
と
」（
三
313
）
に
よ
っ
て
高
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（thou

）hast been found

B
y m

erit m
ore than birthright Son of G

od

─
─

Found w
orthiest to be so by being good,

Far m
ore than great or high; because in thee

Love hath abounded m
ore than glory abounds;

T
herefore thy hum

iliation shall exalt

W
ith thee thy m

anhood also to this throne:...

III. 308

─314.

　
出
自
の
栄
光
に
み
ち
た
偉
大
・
高
貴
と
い
う
性
質
よ
り
も
、
善
で
あ
る
こ
と
、
愛
に
溢
れ
て
い
る
と
い
う
個
人
の
価
値
に
よ
っ
て
、
神

の
子
・
万
物
の
王
（
三
316
─317
）
と
し
て
一
切
を
支
配
し
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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　「
父
を
見
た
者
は
一
人
も
い
な
い
」（
ヨ
ハ
ネ
六
46
）

　
し
か
し

「
御
子
の
な
か
に
は
父
な
る
神
の
す
べ
て
が
実
体
と
し
て
具
現
さ
れ
輝
い
て
い
た
。
彼
の
顔
に
は
憐
れ
み
と
愛
と
恵
み
と
が
、
見
る
か

ら
に
鮮
や
か
に
現
わ
れ
て
い
た
」（『
失
楽
園
』
三
139
─142
）

　
そ
れ
ゆ
え

「
わ
た
し
を
見
た
者
は
、
父
を
見
た
の
だ
」（
ヨ
ハ
ネ
一
四
9
）

　
と
こ
ろ
で
御
子
を
目
の
あ
た
り
見
た
の
は
、「
こ
の
世
に
生
き
て
お
ら
れ
た
と
き
常
に
従
っ
て
い
た
使
徒
た
ち
」（
十
二
438
─439
）
だ
け
で

あ
る
。
御
子
は
彼
ら
に
、
彼
ら
が
彼
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
後
の
世
に
教
え
る
責
務
を
託
し
た
（
十
二
439
─440
）。
そ
れ
は
生
と
死
の
両

面
に
わ
た
る
。
生
は
「
罪
の
穢
れ
か
ら
洗
い
潔
め
ら
れ
た
清
ら
か
な
生
活
」（
十
二
443
─444
）
を
送
る
こ
と
で
あ
り
、
死
は
「
時
に
臨
ん
で

は
、
贖あ

が

罪な
い

主ぬ
し

の
死
に
も
似
た
死
を
迎
え
る
心
構
え
を
も
つ
（in m

ind prepared, if so befall, /For death like that w
hich the R

e-

deem
er died.  X

II. 444

─445

）」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
洗
礼
が
そ
の
し
る
し
で
あ
る
。

　
人
間
の
生
死
は
、
人
間
の
自
由
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
れ
ひ
と
り
「
己
の
た
め
に
生
け
る
者
な
く
、
己
の
た
め
に
死
ぬ
る
者
な

し
」（
ロ
マ
十
四
7
）
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
「
生
く
る
も
主
の
た
め
に
生
き
、
死
ぬ
る
も
主
の
た
め
に
死
ぬ
」（
十
四
8
）
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
生
く
る
も
死
ぬ
る
も
我
ら
は
主
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
最
近
と
く
に
お
び
た
だ
し
い
死
を
見
た
。
死
者
自
身
が
、
そ
の
死
の
意
味
を
知
ら
な
い
と
き
に
も
、
そ
の
死
に
は
深
い
意
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味
が
あ
っ
た
、
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
死
が
贖
罪
の
死
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
欠
け
た
る

を
補
う
贖
罪
の
死
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
解
釈
は
結
局
不
可
知
論
か
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
行
き
つ
く
だ
け
で
あ

る
。 

（
続
く
）


